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はじめに 

  

 

クラブ創立 10 周年の 1999 年に始まった国際奉仕事業のミャンマー教育支援プログラムは 2017

～2018 年度にひとまず終了しました。 

 

20 年間という長期に渡る事業を成しえたことはクラブ会員の理解と協力による賜物であります。ま

た、継続するなかで新しい支援の方向性が示され、事業目的をはっきりさせることができたと考えま

す。 

教育環境整備事業としての物的支援から奨学金制度による人材育成への転換。そして、現地運

営による奨学会の設立をもってひと区切りとしました。 

 

 事業報告については、現地訪問年度ごとに例会での報告と、奨学金制度に方針転換された際に

一度総括されましたが、全期間を通して纏められていません。そこで、検証の意味も含め改めて総

括報告書として作成することを本年度当初に提案いたしました。 

この事例は、国際奉仕活動のみならず、ロータリークラブによるすべての奉仕活動のモデルケー

スになるものと確信します。また、今後現地との交流をどのように位置付けするかを検討するうえで、

この報告書をひとつの資料として活用していただければ幸いに存じます。 

 

 昨年来からのコロナウイルスによるパンデミックと今年 2 月に勃発した軍事クーデターによる政変

が、交流の発展を図るのに大きな障害となっています。しかし、これまでに築き上げた支援活動の

実績と、そこから生まれた現地の人たちとの絆が失われるものではありません。「ミャンマーKIBOH

奨学会」の名にあるとおり、希望を抱きいつか笑顔で再会できる日が来ることを信じています 

 

最後に、本報告書作成にあたり精力的にご協力いただいた近藤正俊さん、岡田吉生さんに厚く

御礼を申し上げます。 

 

 

岡崎城南ロータリークラブ 2020-2021 年度国際奉仕委員長 

青 山 幸 市 
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あいさつ 報告書発行に寄せて 

 

懐かしい訪問記録や写真を仕舞い込んだ棚から出してみると、若かりし頃の仲間の姿があった。

凛々しい眉毛に豊富な頭髪、溌溂とした表情、別人とまでは行かないが、皆さん良い歳の重ねた

かをしていると感慨に耽る。思えば随分とミャンマーに拘ってきたものだ。先達たちには、まだビル

マという国名の方が馴染めるのかも知れない。ビルマの竪琴の映画（三国廉太郎主演…佐藤浩市

の父）を見た方も多くいることだろう。日本には東南アジアで親しみのある国であることに間違いな

い。その国の経済・教育発展に寄与できたことを誇らしげに思う。 

ミャンマー支援は、当クラブの看板事業であったことに疑う余地はない。そしてミャンマー教育支

援プログラム終了を機に、奉仕から友好関係へと転換期を迎えている。現地に教育支援団体もで

き積極的な活動も軌道に乗りつつある。毎年のミャンマー訪問報告で彼らの成長の軌跡を見ること

が楽しみだった。そこは本報告書に譲るとして、会長在任中に本報告書を発刊できることに感慨一

塩である。個人的にも医学生を受け持ち、どんな医療従事者になっているのか……逢ってみたい

と思いを馳せる。 

和やかな気持ちとは裏腹に、現地では、豊かな生活へと向かう歩みが損なわれている可能性が

ある。若者たちは自国のため紛争の最中に居るのかもと思うと心配でならない。コロナ禍でもあり、

他国のことゆえに、どうすることも出来ない。私たちには、唯々、礎が損なわれていないことを祈るこ

としか出来ない。 

報告書発行に伴い多くの方々にご尽力いただいた。とりわけ本事業の中心的な役割を担われた

元会員の近藤正俊氏、プロジェクトの陣頭に立たれた国際奉仕委員長青山幸市会員、数多史料

編纂に携われた岡田吉生会員に深謝し、挨拶を終えたいと思う。 

 

           岡崎城南ロータリークラブ 2020-2021 年度会長 

 永 田   裕 
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1999 年 1 月から始まったミャンマー訪問。 

途中 2007-2008 年度は、ミャンマー国内情勢悪化のために 

一回お休みしたものの、それ以外は毎年続けられた。 

寄付金の使途も教育インフラを造り続けた 10 年を経て、 

2008-09 年度からは、奨学金制度に転換をした。 

「モノ」から「ヒト」へ 

「魚を与えるよりも、釣竿を与えよ」への転換であった。 

 

（この Part-1 の報告は、当時の国際奉仕委員長近藤正俊君によるものである。） 
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Part-2 
2014--2020 
 

奨学金制度の継続と、現地奨学会設立へ 
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2017-18 年度のゴールを目指して続けられたミャンマー支援プロジェクト。 
ゴールは、ミャンマー支援の独り立ちであった。 
2009 年設立の「クラブ奨学会 KIBOH」を引き継いだ 
「ミャンマーきぼう奨学会」を経て、 
2015 年、現地の「ミャンマーKIBOH 奨学会」 
MYANMAR KIBOH FOUNDATION（SHWEBO）として結実する。 
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2014-15・WCS 活動・第 16 回訪問報告 

 

 

◎実施時期  2015 年 2 月 6 日～11 日 

◎事業内容  奨学金の支給、KIBOH 図書館視察 

◎寄付金の使途 クラブ奨学会 KIBOH、あおい奨学会、

ミャンマーきぼう奨学会からの奨学金

の支給 

◎訪問目的 当クラブの奨学会、あおい奨学会及

びミャンマーきぼう奨学会より奨学生

に奨学金を手渡しで支給する。 

◎派遣会員（７名*） 松野  敏（国際奉仕委員長） 

太田 政信（WCS 委員長） 

小野 進一 

京  幸一 

鈴木 昭弘  

牧野 正高（会長） 

*牧野 暁世（牧野会員ご子息） 

（概要） 

１．奨学会ＫＩＢＯＨ、あおい奨学会及びミャンマーきぼう奨学

会の奨学生に奨学金を授与し、彼らを励ますと共に交流を

深めた。 

２．過去に建築、贈呈したＫＩＢＯＨ図書館を視察し、学校関係

者と交流を深めた。 

３．2014 年 10 月、一般社団法人日本国際協力センターの事

業で来日し、当クラブ会員家族がホームステイホストファミリ

ーとしてお世話をしたミャンマーの大学生と再会を果たし、

交流を深めた。 

４．急速に変化発展するミャンマーの実情を現地で見聞きし体

験することにより、国際理解を深めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015-16・WCS 活動・第 17 回訪問報告 

 

 

◎実施時期 2016 年 2 月 24 日～29 日 

◎訪問目的 国際奉仕活動 

◎寄付金の使途 クラブ奨学会 KIBOH、ミャンマーきぼう

奨学会からの奨学金の支給 

◎派遣会員（5 名） 京  幸一（国際奉仕委員長） 

  小野 進一（WCS 委員長） 

  鈴木 昭弘 

  永谷 和之 

  辻村 繁仁 

（概要） 

１．教育支援プログラムは 2009 年から「モノから人へ」の支援に

変わり、現在のミャンマーきぼう奨学会となっている。 

同奨学会は日本人のみならず、ミャンマー人の支援者や

かつて前身の奨学会の支援を受けた卒業生もメンバーとな

っており、将来的にはミャンマー人によるミャンマー人のため

の奨学会への発展を願っている。 

２．今回は、ミャンマー最大の仏教の聖地バガンにおいて、「奨

学会ＫＩＢＯＨ」、「あおい奨学会」及び「ミャンマーきぼう奨学

会」の奨学生に奨学金を直接授与し、彼らを励ますと共に交

流を深めた。 

３．奨学金贈呈式・交流会では、「奨学会ＫＩＢＯＨ」の卒業生で

あるネ・ユ・ルウィンさんが、メンバーに以下の通り感謝の言

葉を述べた。  

「みなさん、こんばんは。ネ・ユ・ルウィンです。私は岡崎城

南ロータリークラブＫＩＢＯＨ奨学会の第 1 期生です。私は医

学部を卒業して医師になりましたが、現在は小児医学の学

位を取得するための勉強もしています。現在は、公立病院

を辞めて自らクリニックを経営しています。 

奨学生を代表して、岡崎城南ロータリークラブのみなさま

に感謝申し上げます。私はみなさまからご支援を頂き、一所

懸命勉強して医師になりました。これからも国民のため、国

のために頑張りたいと思います。ミャンマーきぼう奨学会にも

できる限り協力することをお約束いたします。 

 

 
2017-18 年度のゴールを目指して続けられたミャンマー支援プロジェクト。 
ゴールは、ミャンマー支援の独り立ちであった。 
2009 年設立の「クラブ奨学会 KIBOH」を引き継いだ 
「ミャンマーきぼう奨学会」を経て、 
2015 年、現地の「ミャンマーKIBOH 奨学会」 
MYANMAR KIBOH FOUNDATION（SHWEBO）として結実する。 
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2016-17・WCS 活動・第 18 回訪問報告 

 

 

◎実施時期 2017 年 5 月 16 日～22 日 

◎事業内容 奨学金の支給 

◎寄付金の使途 クラブ奨学会 KIBOH、ミャンマーきぼう

奨学会からの奨学金の支給 

◎訪問目的 国際奉仕活動 

◎派遣会員（8 名） 天野 邦彦（会長） 

鈴木 昭弘（国際奉仕委員長） 

  太田 政信（WCS 委員長） 

           京  幸一 

           鈴木  豊 

  板倉 正直 

  辻村 繁仁 

  岡田 吉生 

 

 

 

 

 

2017-18・WCS 活動・第 19 回訪問報告 

 

 

◎実施時期 2018 年 5 月 18 日～23 日 

◎訪問目的 国際奉仕 

◎事業内容 奨学金の支給 

◎寄付金の使途 クラブ奨学会 KIBOH、ミャンマーきぼう

奨学会からの奨学金の支給 

◎派遣会員（7 名） 柴田 仙功（幹事） 

           田中 暉登（国際奉仕委員長） 

  松永 茂夫（WCS 委員長） 

           太田 政信 

           倉田 長秀 

  辻村 繁仁 

  鈴木 昭弘 

 

（概要） 

１．1999 年にスタートした岡崎城南ロータリークラブのミャンマ

ー教育支援プログラムは 2009 年から「モノから人へ」の支援

に変わり、現在の「ミャンマーきぼう奨学会」という奨学制度と

なっている。 

この制度は、奨学金の支給対象を経済的に困窮している

優秀な医学生に限定し、年 1 回＄500 の奨学金を 6 年間に

わたり支給するものである。 

これまで、35 名の学生を支援し、うち 16 名が医師となっ

て活躍し、3 名が研修医として医師になる準備を進めている。 

現役の学生は 13 名で、医師になるため日々勉学に励ん

でいる。 

現在の奨学制度は日本人のみならず、地元ミャンマー人

の支援者や現奨学会（「ミャンマーきぼう奨学会」）の前身で

ある「あおい奨学会」（2001 年～2010 年、岡崎城南ロータリ

ークラブのメンバーによる私的奨学会制度として設立）「奨

学会きぼう」(2009年～2013 年)の支援を受けた卒業生もメン

バー（支援者）となっており、近い将来には、ミャンマー人に

よるミャンマー人のための奨学会へ発展させることを期待し

ている。 

２．今回の訪問では、ミャンマー第二の都市であるマンダレー

において、奨学金授与式を開催し、「ミャンマーきぼう奨学会」

の奨学生に奨学金を直接授与した。 

また、「現地版・ミャンマーKIBOH 奨学会」の支援者も多

数参加し、日本のメンバーと共にミャンマーの発展を願って

交流を深めた。 

３．奨学金贈呈式・交流会では、「あおい奨学会」の卒業生で

あるミャア・ダンダ・オンさん（2001 年採用／現･産婦人科の

専門医）、「奨学会きぼう」の学生ピュエ･ピュー･ティンさん

（2013 年採用／医学部 6 年生）及び現行の「ミャンマーきぼ

う奨学会」の学生ポン・ミャンイ・モ・モさん（2015 年採用／医

学部 4 年生）が、メンバーに感謝の言葉と共に今後の抱負を

語った。 

４．奨学金贈呈式の終了後は、訪問団が日本から持ち込んだ

雑貨やおもちゃ、衣類などを景品とした全員参加の毎年恒

例のビンゴゲーム大会で、多いに盛り上がった。  
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2018-19・WCS 活動・第 20 回訪問報告 

 

 

◎実施時期 2019 年 6 月 7 日～11 日 

◎訪問目的 寄付金の授与（単年度事業） 

◎事業内容 当会より現地ミャンマーKIBOH 奨学会 

へ 30 万円（4,000,000 チャット）の寄付・

贈呈、奨学生 1 名に奨学金贈呈 

◎寄付金の使途 成績優秀地元小学生200人への賞品、

文具・制服 

◎派遣会員（6 名） 近藤 保則（会長） 

          岡田 吉生（国際奉仕委員長） 

  鈴木  豊（WCS 委員長） 

           太田 政信 

           松永 茂夫 

  辻村 繁仁 

（概要） 

岡田吉生君紀行文「現地視察と交流の旅」 参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019-20・WCS 活動報告 

 

 

「実現できなかった元奨学生の日本招待」 

2019－2020 年度 

幹事 鈴木昭弘 

 

1．計画の概要と目的 

20 余年に渡る当クラブのミャンマー教育支援プログラムの

集大成として、山本剛司会長年度のミャンマー支援事業の

目玉として、当クラブの奨学金を得て医師になった元医学

生（ピューピュータインさん・23 歳・女性）を 2020 年 4 月上旬

に日本へ招待することとなった。 

主たる目的は以下の通りであった。 

①当クラブの例会において、彼女に当クラブの教育支援プ

ログラムの意義についての卓話をしていただき、これまで

当クラブが行ってきた国際奉仕事業の意義をクラブ会員

全員に実感していただきたい。 

②これから医師になる前途有望なミャンマー人研修医であ

る彼女に日本の医療施設等を視察してもらい、将来のミャ

ンマーの医療の発展の糧としていただきたい。  

③そして今回の来日体験を機に、彼女には当クラブのミャン

マー教育支援プログラムを承継していくための架け橋とな

ってもらいたい。 

 

2．招へいに至るまでの経緯 

（1） 1999 年より当クラブでは、国際奉仕活動の一環としてミ

ャンマー教育支援プログラムを実施してきた。これまでに、

ミャンマー各地の高校に給水施設工事や道路整備等を

行い、また、図書館 5 棟を建設・寄贈している。 

  さらに、これまで 38 人（成績不良による途中失格者を除

く。）の医大生らに奨学金を支給し、すでに 20 人の元奨

学生が医師になっている。 

  2020 年 2 月現在、奨学金の支給を受けている学生は 16

名である。 

  この間、当クラブの悲願であった現地での奨学会

（Myanmar KIBOH Scｈolarship Foundation）が発足し、現

在では当クラブと現地奨学会との協働で医学生の支援を

行うまでになってきている。 

（2） 2019－2020 年度を迎え、当クラブでは、これまで 20 年

に渡り継続してきたミャンマー支援のあり方を変えて行こう

 

 

 

2016-17・WCS 活動・第 18 回訪問報告 

 

 

◎実施時期 2017 年 5 月 16 日～22 日 

◎事業内容 奨学金の支給 

◎寄付金の使途 クラブ奨学会 KIBOH、ミャンマーきぼう

奨学会からの奨学金の支給 

◎訪問目的 国際奉仕活動 

◎派遣会員（8 名） 天野 邦彦（会長） 

鈴木 昭弘（国際奉仕委員長） 

  太田 政信（WCS 委員長） 

           京  幸一 

           鈴木  豊 

  板倉 正直 

  辻村 繁仁 

  岡田 吉生 

 

 

 

 

 

2017-18・WCS 活動・第 19 回訪問報告 

 

 

◎実施時期 2018 年 5 月 18 日～23 日 

◎訪問目的 国際奉仕 

◎事業内容 奨学金の支給 

◎寄付金の使途 クラブ奨学会 KIBOH、ミャンマーきぼう

奨学会からの奨学金の支給 

◎派遣会員（7 名） 柴田 仙功（幹事） 

           田中 暉登（国際奉仕委員長） 

  松永 茂夫（WCS 委員長） 

           太田 政信 

           倉田 長秀 

  辻村 繁仁 

  鈴木 昭弘 

 

（概要） 

１．1999 年にスタートした岡崎城南ロータリークラブのミャンマ

ー教育支援プログラムは 2009 年から「モノから人へ」の支援

に変わり、現在の「ミャンマーきぼう奨学会」という奨学制度と

なっている。 

この制度は、奨学金の支給対象を経済的に困窮している

優秀な医学生に限定し、年 1 回＄500 の奨学金を 6 年間に

わたり支給するものである。 

これまで、35 名の学生を支援し、うち 16 名が医師となっ

て活躍し、3 名が研修医として医師になる準備を進めている。 

現役の学生は 13 名で、医師になるため日々勉学に励ん

でいる。 

現在の奨学制度は日本人のみならず、地元ミャンマー人

の支援者や現奨学会（「ミャンマーきぼう奨学会」）の前身で

ある「あおい奨学会」（2001 年～2010 年、岡崎城南ロータリ

ークラブのメンバーによる私的奨学会制度として設立）「奨

学会きぼう」(2009年～2013 年)の支援を受けた卒業生もメン

バー（支援者）となっており、近い将来には、ミャンマー人に

よるミャンマー人のための奨学会へ発展させることを期待し

ている。 

２．今回の訪問では、ミャンマー第二の都市であるマンダレー

において、奨学金授与式を開催し、「ミャンマーきぼう奨学会」

の奨学生に奨学金を直接授与した。 

また、「現地版・ミャンマーKIBOH 奨学会」の支援者も多

数参加し、日本のメンバーと共にミャンマーの発展を願って

交流を深めた。 

３．奨学金贈呈式・交流会では、「あおい奨学会」の卒業生で

あるミャア・ダンダ・オンさん（2001 年採用／現･産婦人科の

専門医）、「奨学会きぼう」の学生ピュエ･ピュー･ティンさん

（2013 年採用／医学部 6 年生）及び現行の「ミャンマーきぼ

う奨学会」の学生ポン・ミャンイ・モ・モさん（2015 年採用／医

学部 4 年生）が、メンバーに感謝の言葉と共に今後の抱負を

語った。 

４．奨学金贈呈式の終了後は、訪問団が日本から持ち込んだ

雑貨やおもちゃ、衣類などを景品とした全員参加の毎年恒

例のビンゴゲーム大会で、多いに盛り上がった。  
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という気運が高まり、今後は親睦・交流を中心として、現

地奨学会（Myanmar KIBOH Scoleorship Foundation）の

独り立ちを後方から支援していくこととし、新しい形での教

育支援プログラムを模索していくこととなったのである。 

（3） そこで、これまでの当クラブの国際奉仕活動の集大成

として、過去のミャンマー教育支援プログラムの意義を再

認識すべく、本プログラムにおける象徴的な人物を招へ

いし、当クラブからの支援の意義を直接語ってもらうことと

なったのである（2020 年 2 月 4 日理事会承認）。 

 人選について、これまでの歴代奨学生の中から検討したと

ころ、日本語が話せるうえ、丁度 2020 年の春に研修医を

終え 6 月の病院勤務開始までにまでに休暇が取れるとい

う彼女を選抜することとなった。 

（4） 当クラブがこれまで行ってきたミャンマー教育支援プロ

グラムを新しい形で承継していくためには歴代の奨学生

である現地医師らとの協働が有用である。 

  そのため、彼女が今回の来日を機に、一層日本との絆を

深め、将来にわたり当クラブと現地との架け橋の１人に成

長してくれることも大いに期待できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．コロナ禍による計画の頓挫 

以上の様な経緯で、2020 年 2 月 10 日付けで、日本から

ビザ申請書及び必要書類を現地に郵送し、現地日本大使

館でビザ申請を行った。 

ビザ発給の審査は円滑に進み、同年 3 月 17 日、現地よ

りビザが下りた旨の連絡を受け取った。 

しかしながら、世界中に蔓延したコロナウイルスによる影

響で、感染リスクの大きい海外渡航が非常に困難な状況と

なり招へい計画は中止せざるを得なくなってしまった。 

今回の計画に深く関与した立場としては、残念至極と言

わざるを得ない。 

近い将来、人類がコロナ禍を脱却して、再び彼女を招へ

いする機会が訪れることを願ってやまない。 

 

 

 

 

 

 

招へい予定だった、 

ピューピュータインさん 

2019.6.8 公式行事にて 
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「25・30 周年記念式典において感謝の寄贈」 

 

☆創立 25周年記念式典（2014.03.4） 

 

4 つの記念事業 

-3 WCS 活動への寄贈 

 

受贈者 タントゥンアウン、キンララモーご夫妻様 

（ミャンマー現地での協力者） 

寄贈対象 「図書館 KIBOH」5 館の改修工事資金 

 

岡崎城南ロータリークラブは、創立 10 周年より国際奉仕

活動の一つ、ミャンマー教育支援プログラムとして給水

施設建設、通学路整備や高校に図書館建設等の支援

活動など取り組んできました。また創立 20 周年からは

「奨学会 KIBOH」を設立し、ミャンマーの教育支援活動

も 15 年となりました。そこで 2002 年から 2006 年にかけミ

ャンマー各地に建設した図書館 5 館の外装が劣化して

いるため、外装のリニューアル工事の資金として金 50 万

円を寄贈しました。 

 

寄贈内容 改修工事資金 金 50 万円 

 

 

 

 2014.3.4 タントゥンアウン、キンララモー御夫妻     

☆創立 30周年記念式典（2019.03..26） 

 

4 つの記念事業 

-2 ミャンマー教育支援 

 

受贈者 ミャンマーKIBOH 奨学会（代表者 京 幸一 御

夫妻） 

寄贈対象 ミャンマーの子供たちへの教育支援 

(学用品、制服等の配布) 

当クラブは、創立 10 周年以降国際奉仕活動として、ミ

ャンマー教育支援プログラム(給水施設建設、通学路建

設及び図書館建設等の支援活動)に取り組んでまいりま

した。又、創立 2 周年以降は、「奨学会 KIBOH」を設立

し、医師を志す学生への奨学金を支給する教育支援プ

ログラムに取り組んできました。さらに当クラブの支援を

契機としてミャンマー国内にボランティア団体「ミャンマー

KIBOH 奨学会」が設立されました。そこで、創立 30 周年

を迎えるにあたり、ミャンマーの子供たちへの学用品、制

服等を「ミャンマーKIBOH 奨学会」を通じて支援するた

め、教育支援金 金 30 万円を寄贈します。 

  

 寄贈内容 教育支援金 金 30 万円     

                   

      2019.3.26 京 幸一 御夫妻 

 

 

という気運が高まり、今後は親睦・交流を中心として、現

地奨学会（Myanmar KIBOH Scoleorship Foundation）の

独り立ちを後方から支援していくこととし、新しい形での教

育支援プログラムを模索していくこととなったのである。 

（3） そこで、これまでの当クラブの国際奉仕活動の集大成

として、過去のミャンマー教育支援プログラムの意義を再

認識すべく、本プログラムにおける象徴的な人物を招へ

いし、当クラブからの支援の意義を直接語ってもらうことと

なったのである（2020 年 2 月 4 日理事会承認）。 

 人選について、これまでの歴代奨学生の中から検討したと

ころ、日本語が話せるうえ、丁度 2020 年の春に研修医を

終え 6 月の病院勤務開始までにまでに休暇が取れるとい

う彼女を選抜することとなった。 

（4） 当クラブがこれまで行ってきたミャンマー教育支援プロ

グラムを新しい形で承継していくためには歴代の奨学生

である現地医師らとの協働が有用である。 

  そのため、彼女が今回の来日を機に、一層日本との絆を

深め、将来にわたり当クラブと現地との架け橋の１人に成

長してくれることも大いに期待できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．コロナ禍による計画の頓挫 

以上の様な経緯で、2020 年 2 月 10 日付けで、日本から

ビザ申請書及び必要書類を現地に郵送し、現地日本大使

館でビザ申請を行った。 

ビザ発給の審査は円滑に進み、同年 3 月 17 日、現地よ

りビザが下りた旨の連絡を受け取った。 

しかしながら、世界中に蔓延したコロナウイルスによる影

響で、感染リスクの大きい海外渡航が非常に困難な状況と

なり招へい計画は中止せざるを得なくなってしまった。 

今回の計画に深く関与した立場としては、残念至極と言

わざるを得ない。 

近い将来、人類がコロナ禍を脱却して、再び彼女を招へ

いする機会が訪れることを願ってやまない。 

 

 

 

 

 

 

招へい予定だった、 

ピューピュータインさん 

2019.6.8 公式行事にて 
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ミャンマー紀行文集 Part-2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   1999 年より 20 回を数えたミャンマー訪問であるが、 

  1～17 回までは、1～2 月にかけて訪れ、 

  2016-17 年度の第 18 回からは、5～6 月に訪問している。 

  ミャンマーには雨季と乾季があり、 

  多くの訪問は、5 月下旬～10 月中旬の雨季を避けて、 

  気候の良い時期が選ばれた。 

 

  第 18 回以降の訪問は雨季で、 

激しいスコールに見舞われる心配が多かったが、 

その代わり、マンゴーの豊かな季節の訪問であった。 

    

 

81



 
ミャンマー訪問記 2014 
 

 （第 15 回訪問）  

  2014 年 2 月 6 日～11 日  

会員 鈴木 昭弘君  

 

（出発当日 いきなりの強行軍） 

2 月 7 日（金）早朝 6 時、先乗りメンバー2 名を除いて

訪問団が名鉄東岡崎駅に集合。2 月の上旬の早朝であ

るためまだ暗いうえに寒い。しかし、訪問先はこの時期で

すら気温 30～35 度のミャンマーである。あまりの重装備

は、荷物を増やすだけなのでここは限界ぎりぎりの薄着

で我慢し、空港行きのバスを待った。 

今回の訪問団メンバーは、アルコールが嫌いではない

人が多いのか、中部国際空港に到着して搭乗手続を済

ませると、空港のレストランで早速朝食代わりの酒盛りが

始まった。この先が心配･･･いや楽しみだ。 

 

午前中に中部国際空港を離陸して、さあ、ミャンマー

への長旅だと思いきや、2 時間もかからず、韓国仁川空

港に着陸。そう、今回は韓国で乗り継ぎがあるのだ。乗り

換え時間は、なんと 7 時間！どうやってこの時間を過ご

そうか。 

せっかくなので空港外に出るという選択肢もあるが、そ

れにしては時間が少ない。万が一のことを考えると空港

内にとどまるのが安全だ。ということで、空港内でヤンゴ

ン行きの便を待つことに。 

幸い、というか不幸なことに、天野団長のリュックの肩

紐が切れてしまったので、みんなで天野団長のリュックを

選ぼうということに。アジアのハブ空港を自負する仁川だ

けあって、免税店はたくさんある。たっぷり時間を掛けて、

団長お気に入りのリュックを購入。でもまだ 6 時間近くあ

る。どうしましょう。 

そういえば、お昼だ。昼食にしよう。ということで韓国レ

ストランに。 

オーダーしたものは、プルコギ、石焼きビビンバ、冷麺、

そして大量のビールとマッコリ。時間はたっぷりある。どこ

にいるのか忘れてしまうくらい普通の宴会が始まってしま

った。 

我々の席を担当した店員の女性が、実に気さくで朗ら

かな中年女性ということもあり、お酒はどんどん進んだ。 

おかげで、夕方の便を苦もなく待つことができた。 

 

深夜、ヤンゴン国際空港に到着した。ついに来ました。

ミャンマー。 

ほっと一息つくまもなく、目前には長蛇の列。この様子

では入国手続に相当な時間を要しそうだ。イミグレーショ

ンの外では、先乗りした田中さんと京さんがニコニコして

待っているが、我々は長旅の末にここで足止めを食らっ

てうんざりだ。と思った瞬間、制服を着た強面の職員が、

我々のグループに対して「こっちへ来い！」とミャンマー

語で言っている（ようだ）。 

事前に配布された資料に、「ミャンマーは民主化が進

んだとはいえまだ軍事政権です。自由は束縛されていま

すので「郷に入ったら郷に従う」これ大事!! ヌード写真

付き週刊誌などは持ち込まないように!!」という注意書き

があったのを思いだした。 

メンバーの誰かが、イケナイ物を持ち込んだのか？持

ち込んだ大量のお土産の中に禁制品が含まれていた

か？などと不安が脳裏をよぎる。 

制服男は、我々全員をイミグレーション脇の通用口に

連行し、イミグレーション外にあるベンチに座らせた。 

イミグレーションで行列を作っている外国人旅行客が

我々を哀れみの目で見ている（ようだ。）。 

制服男は、「パスポートを見せろ！」とミャンマー語で

言っている（ようだ。）。団長以下われわれはおとなしく指

示に従いパスポートを差し出す。制服男は、我々全員の

パスポートを一瞥し、「OK！」といった。 

あれっ？どうやら、入国手続が完了したようだ。京さん

がわれわれのところにきて「お疲れ様。」といつもの笑顔

で言った。 
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イミグレーションの向こう側では、さっき我々のことを哀

れみの目で見ていた大勢の外国人旅行客がぽかんとし

た顔で我々のことを見ている。一体、どんなカラクリがあ

ったのかは知らないが、無事に入国完了だ。 

 

さあ出迎えの車に乗り込み今夜の宿に移動だ。 

「ホテルまで大体３０分くらい。」と京さんが言った。長

旅の末、更に移動か。 

そう思った瞬間、「着いたよ。」と京さん。 

「えっ？」我々全員あっけにとられる。「京さん、まだ 30

秒くらいしか経っていないよ。」と誰かかが言った。 

「ごめん。分と秒を間違えた。」「えーっ！」まあ、嬉し

い間違いだからいいか。 

 

（訪問 2 日目） 

翌朝、4 時半（！）にホテルを出て、国内線でバガンに

向かうことに。 

京さんの部屋で始まったウエルカムパーティー（酒盛

り）もそこそこにベッドに着くことにした。眠りについた途

端、大音量のモーニングコール。 

どうやら一瞬で眠りに着いてしまったようだ。しかし、あ

たりは真っ暗。電力事情のよろしくないミャンマーだから

かホテルの部屋には足下灯などない。 

半ば寝ぼけて、受話器を取ろうとしてベッドから転げ

落ちてしまった。ホテルのベッドは、座面が非常に高い

ため私は暗闇の中、頭から落下して危うく首をどうかして

しまうところであった。 

まだ、これから恐怖のプロペラ機搭乗が待っているの

だ。ここで命を落とすわけにはいかない。 

 

（人生発のプロペラ機搭乗） 

今回の奨学金授与式の会場は、ヤンゴンから北へ約

600km に位置するバガンである。 

移動時間を考えると交通手段は飛行機を選択せざるを

得ない。 

ミャンマーの国内線はプロペラ機である。私は人生に

おいてプロペラ機に乗っ

たことが無かったのであ

る。まさか半世紀近く生

きてきていまさらプロペラ

機に乗ることになろうとは。 

しかも、ミャンマーで!! 因みにチケットをみると、「座

席：自由」となっている。 

渡航前の持ち物リストには、「何もない国です」って書

いてあったな。飛行機が故障したとき修理する部品はあ

るだろうか？など出発前から今回の旅の最大の心配事

であったため出発前には遺言を書いて妻に渡して来た

のだった。 

そんな心配をよそに、飛行機は驚くほど安定して静か

に飛行し、窓からそれはそれは美しい日の出を見ながら

2 時間ほど飛行し、無事にバガン空港に着いた。 

空港といっても、東岡崎駅程度の大きさしかない。何

はともあれ無事に到着してやれやれである。 

そういえば、昨夜ヤンゴンに着いたときは深夜で、ヤン

ゴンを発ったときも早朝で真っ暗だったため、ミャンマー

の風景をちゃんと見たのはこのときが初めてであった。 

何もない、土と木と適当に舗装された道路くらいである。

時々茅葺き風の民家の集落がある。のどかだ、じつにの

どかだ。素晴らしい。アフリカのサバンナにいるようだ。 

 途中、素朴すぎるほど素朴な土産物屋（らしき物）に立

ち寄りながら、日本製の中古マイクロバスに揺られること

数時間。 

 

 訪問団一行は、ミ

ャンマーの土着宗

教ナッ信仰の聖地

ポッパ山に到着した。 

 ポッパ山はそれほ

ど高くないが険しい

山の頂上にお寺が

あり、参拝者は麓か

ら延々階段を上って行かなければならない。そういえば、

先月四国へ行ったときに金比羅さんにいったなあと思い

ながら、延々と階段を上った。 

ミャンマーでは、どこのお寺も土足厳禁なので、全員

裸足になって上るのだが、石造りの階段がひんやりして

持ちいい。ポッパ山登頂は、遠くから眺めたほど苦痛で

はなく、途中で遭遇した観光客らしきミャンマー美人と一

緒に写真を撮ったりしながら無事に参拝は終了した。 

その日の夕方、ミャンマーの学生達と合流する前に、

他のメンバーの人たちが、「いいところ」へ連れて行って

くれるという。どこだろう？ 
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深夜、ヤンゴン国際空港に到着した。ついに来ました。
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ち込んだ大量のお土産の中に禁制品が含まれていた

か？などと不安が脳裏をよぎる。 

制服男は、我々全員をイミグレーション脇の通用口に

連行し、イミグレーション外にあるベンチに座らせた。 

イミグレーションで行列を作っている外国人旅行客が
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あれっ？どうやら、入国手続が完了したようだ。京さん

がわれわれのところにきて「お疲れ様。」といつもの笑顔

で言った。 
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じつは、バガンは美

しい夕陽が眺められる

ことでも有名で、我々も

バガンでも有数の夕陽

スポットと有名なバゴダ

（仏塔）へ行った。既に、

何百人という人でごっ

た返している。ここはミャンマーなのに、なんと欧米人の

多いことよ。他のメンバーは、以前にも来たことがあるよう

で、私だけがみんなに勧められてパゴダに登った。30 分

もすると次第に太陽が沈みはじめた。多くの人々の歓声

が上がった。それはそれは美しい夕陽でした。 

みなさん、私にこれを見せてくれるためにわざわざここ

に来たのかな？本当にありがとうございます。 

私がパゴダに登って夢中で夕陽を見ている間、他のメン

バーは地上で土産物売りの子供達にずっと囲まれてい

たようだった。 

 日が沈み、湖の畔にあるおしゃれな屋外レストランに移

動し、いよいよ奨学生との対面だ。初めはお互いにぎこ

ちない雰囲気だったが、恒例のビンゴ大会の頃には大

声で笑って楽しいパーティーとなった. 

 

（訪問 3 日目） 

 翌日は、学

生達と同じバ

ス に乗 っ て 、

バガンの市場

へ。そこは、多

くの人々の熱

気と、観光客

を呼び込む声と、騒音と、干した魚が発する強烈な臭い

と、ハエとホコリにまみれたすごい場所だった。だが、不

思議と不快ではない。むしろワクワク感すら覚えてしまう。 

バガンの場では、米、鶏卵、野菜、魚など地元の人々の

ための食材の他、観光客向けの土産物屋も多い。 

私も土産と

してロンジン

（ 男 性 が 着

用する巻き

スカートのよ

うなもの）を

300 円で購入した。せっかくなので、すぐに着用してみよ

うと店の女の子に着方を教えてもらって履いてみた。 

 しばらく散策して集合場所に戻ると、女子学生達が、は

にかみながら私に何か話しかけてくる。どうやら一緒に写

真を撮りたいようだ。次から次へと女子学生が寄ってきて、

自分のカメラでも撮りたいと何枚も写真を撮られた。ロン

ジンを履いたおかけで、モテモテになったようだ（それが

冒頭の写真）。 

 その後、市内のレストランで、昼食会をして学生達とは

お別れし、再び恐怖のプロペラ機に搭乗し、その夜、わ

れわれはヤンゴン市内に戻った。 

 翌日は、ミャンマー最大の仏塔シュエダゴンパゴダや

巨大な涅槃仏のチャウッタージー・パゴダを参拝し、深

夜帰国の途についた。 

 ヤンゴン市内の印象も記述したいところではあるが、紙

面の都合上来年以降に寄稿しようと思う。きっとまた来る

だろうから。 

 

最後に、今回の訪問では、初訪問の私を何かと気に

かけ、いろいろ丁寧に説明してくださった同行者の皆さ

んに心から感謝したいと思う。 

特に京幸一さんは、今回の訪問直前に奥様がアクシ

デントで入院するという事態に見舞われたにも関わらず、

われわれに心配をかけないように、終始にこにこして案

内してくださった。彼の友情と責任感に対して心より感謝

と敬意を表して本稿の筆を置きたい。（了） 
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ミャンマー訪問記 2015 
 

（第 16 回訪問）  

2015 年 2 月 6 日～11 日  

会員 鈴子昭弘君  

インレー湖畔の水上レストランにて 

 

昨年、新会員で初めてミャンマー訪問に参加させ

てもらい、大変感動した私は、必ずまた「いつか」来よ

うと思った。 

 そう、「いつか」。ミャンマーは遠いし、お金もかかる

し、そうそう毎年行くわけにはいかないなぁ。と思って

いた。今年のミャンマー訪問の応募締め切り時期（前

年の 8 月頃か？）には・・・。 

 ところが、10 月に日本国際協力センターの事業でミ

ャンマーの大学生がホームスティのため訪日来岡し、

当クラブからも 9 家族がホストファミリーとして協力する

こととなった。我が家も 2 名の学生を受け入れたことを

機に、以前にも増してミャンマーへの親近感が強くな

ってしまっていた。 

 

 そんな矢先、京さんから、「鈴木さん、今年のミャンマ

ー訪問どうする？もう締め切りは過ぎているけど、ミャ

ンマーのことは何とかするよ。ホームスティの学生とも

再会できるよう段取りしてあげるよ。」という頼もしくも甘

い誘いを受けて、1 週間ほど悩んだ末、2 年連続での

訪問を決意してしまったのだった。 

 ミャンマー国内のことは、京さんに頼る他はないが、

すでに締め切り日を大きく過ぎており、その他のことで

は迷惑をかけられないと、ミャンマーの往復チケットは

自分で手配することにした。 

 そのため、今年は他のメンバーとは別便で、数時間

早く夕方にはヤンゴンに到着することになった。 

 夕方 5 時頃、ヤンゴンに到着して空港からそれほど

離れていないはずのホテルに移動するのだが、なか

なか車が進まない。ひどい交通渋滞だ。 

 ヤンゴン市内は原付バイクの乗り入れが規制されて

いるようで、原付バイクは見当たらないが、日本車だら

けである。 

 結局、直線距離で 10 ㎞もない道のりを 1 時間ほど

かけてホテルに到着した。 

 他のメンバーが到着するのは深夜になるため、ホテ

ル近くのワイルドなバーベキューレストランで夕食をと

り、夜 10 時頃に他のメンバーを出迎えに空港へ向か

った。 

 そうだ。せっかくなので昨年バガンの市場で購入し

たロンジンを履いていこうと、気分はミャンマー人にな

りきり、他のメンバーを出迎えた。 

翌日は、ヤンゴン市内でキンララモー女史率いる学

生達と合流し、一緒にシュエダゴンパゴダやチャウッ

タージー・パゴダを観光（参拝？）した。 

学生らは、マンダレーやその周辺の街に住んでい

るので、ヤンゴンへ来るのはちょっとした旅行のようで

とても楽しそうだ。 

その夜、市内のレストランで奨学金授与式を行い、

その後の恒例ビンゴゲームで大いに盛り上がった。今

年は、学生達とはこれでお別れである。 

今年も盛り上がったビンゴゲーム 

翌朝早く、我々はヤンゴン空港から国内線でシャン

州のヘイホー空港へ飛んだ。出発時間が早く、ホテ

ルの朝食時間前だったので、ホテルが特製の朝食弁

当を用意してくれた。搭乗手続き後、我々は空港合室

我々は空港の待合室で朝食をとった。 

じつは、バガンは美

しい夕陽が眺められる

ことでも有名で、我々も

バガンでも有数の夕陽

スポットと有名なバゴダ

（仏塔）へ行った。既に、

何百人という人でごっ

た返している。ここはミャンマーなのに、なんと欧米人の

多いことよ。他のメンバーは、以前にも来たことがあるよう

で、私だけがみんなに勧められてパゴダに登った。30 分

もすると次第に太陽が沈みはじめた。多くの人々の歓声

が上がった。それはそれは美しい夕陽でした。 

みなさん、私にこれを見せてくれるためにわざわざここ

に来たのかな？本当にありがとうございます。 

私がパゴダに登って夢中で夕陽を見ている間、他のメン

バーは地上で土産物売りの子供達にずっと囲まれてい

たようだった。 

 日が沈み、湖の畔にあるおしゃれな屋外レストランに移

動し、いよいよ奨学生との対面だ。初めはお互いにぎこ

ちない雰囲気だったが、恒例のビンゴ大会の頃には大

声で笑って楽しいパーティーとなった. 

 

（訪問 3 日目） 

 翌日は、学

生達と同じバ

ス に乗 っ て 、

バガンの市場

へ。そこは、多

くの人々の熱

気と、観光客

を呼び込む声と、騒音と、干した魚が発する強烈な臭い

と、ハエとホコリにまみれたすごい場所だった。だが、不

思議と不快ではない。むしろワクワク感すら覚えてしまう。 

バガンの場では、米、鶏卵、野菜、魚など地元の人々の

ための食材の他、観光客向けの土産物屋も多い。 

私も土産と

してロンジン

（ 男 性 が 着

用する巻き

スカートのよ

うなもの）を

300 円で購入した。せっかくなので、すぐに着用してみよ

うと店の女の子に着方を教えてもらって履いてみた。 

 しばらく散策して集合場所に戻ると、女子学生達が、は

にかみながら私に何か話しかけてくる。どうやら一緒に写

真を撮りたいようだ。次から次へと女子学生が寄ってきて、

自分のカメラでも撮りたいと何枚も写真を撮られた。ロン

ジンを履いたおかけで、モテモテになったようだ（それが

冒頭の写真）。 

 その後、市内のレストランで、昼食会をして学生達とは

お別れし、再び恐怖のプロペラ機に搭乗し、その夜、わ

れわれはヤンゴン市内に戻った。 

 翌日は、ミャンマー最大の仏塔シュエダゴンパゴダや

巨大な涅槃仏のチャウッタージー・パゴダを参拝し、深

夜帰国の途についた。 

 ヤンゴン市内の印象も記述したいところではあるが、紙

面の都合上来年以降に寄稿しようと思う。きっとまた来る

だろうから。 

 

最後に、今回の訪問では、初訪問の私を何かと気に

かけ、いろいろ丁寧に説明してくださった同行者の皆さ

んに心から感謝したいと思う。 

特に京幸一さんは、今回の訪問直前に奥様がアクシ

デントで入院するという事態に見舞われたにも関わらず、

われわれに心配をかけないように、終始にこにこして案

内してくださった。彼の友情と責任感に対して心より感謝

と敬意を表して本稿の筆を置きたい。（了） 
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朝食弁当。素朴だけどなぜか   命を預けるプロペラ機 

愛情を感じます。 

 

昨年はあれほど恐怖を感じたミャンマーの国内線

プロペラ機だったが、既に 3 回目の搭乗でそれほど恐

怖を感じることなく乗ることができた。3 時間ほどのフラ

イトの後ヘイホー空港へ到着した。 

 

ヘイホー空港では、キンララモー女史のご主人と娘

さんが出迎えてくれた。彼らは、私たちを案内してくれ

るために、シュエボから 10 時間近くかけて車で来てく

れたとのこと。 

 昨年、東岡崎駅より小さいと感じたバガン空港よりさ

らに小さなヘイホー空港だったが、出迎えの人々でご

った返していた。 

 

 キンララモー一家が用意してくれた車に乗って、舗

装が不十分で砂埃が舞う道を走ること 1～2 時間ほど

でシャン州の州都タウンジーを通過してどんどん高地

へ登っていく。時折、むき出しのエンジンを積んだトラ

ックや原付バイクとすれ違う。このあたりはヤンゴンと

は異なり、原付バイクは規制されていないようだ。 

 それにしてものどかだ。バガンののどかさとはちょっ

と異なる印象である。バガンは、アフリカのサバンナの

ような印象だったが、シャン州は南米の高地のような

印象だ。アフリカも南米もいったことはないのだが。 

 延々と続く道は、両脇に畑や原野や山林や時折、

集落があるくらいで本当に何も無い。 

 何も無いがそこがたまらなく心地よい。ふと何もかも

忘れてここで暮らしてしまいたくなるような衝動に駆ら

れてしまう。 

 ところで、今日は日曜日のはずだが、外に出ている

人々は皆働いているようだ。確かミャンマーでも日曜

日は休日のはずでは？ 

 

埃っぽい道路 

のどかな田園風景        シャン族の女子学生 

 

京さんによれば、シャン州の人々はとても働き者で、

それ故、シャン州はとても豊かな地域だという。 

 数時間車に乗って着いたのが、カクという仏教遺跡

である。ここは無数の小さなパゴダ群が林立しており、

この世のものとは思えない雰囲気を醸し出している。

足を一歩踏み入れると、とたんに外部の音が遮断され、

静寂の中でパゴダの上部に付いている風鈴の音のみ

が鳴り響き、あたかも極楽にいるような気分である。当

然、極楽に行ったこともないのだが。 

途中で出会った少女達は見たことのない装束だが

愛想がよくとても可愛らしい。 

 今回の訪問の少し前に、NHK で有名女優がミャン

マーを旅する番組を見て、「こんなすごいところへ来ら

れるのは、TV 番組だからだよなぁ」と思ったものだが、

自分の方がもっと凄い場所に来られるとは、本当にあ

りがたいことである。 

幻想的なカク遺跡 

 

 

 

 

 

シャク族の少女 
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この世のものとは思えないカク遺跡を見学したのち

は、再び田舎道を走り、タウンジーの街へ戻った。 

 その夜は、インレー湖の畔の街・ナウンシュエに宿

泊した。 

（インレー湖へ） 

 さて、大した予習もしないままインレー湖へ来てしま

ったが、この湖はシャン丘陵にある淡水湖で、平均標

高が 884m の高地に位置し、南北約 18km、東西約 5

㎞に広がる縦長の湖だ。 

 珈琲好きの私としては、せっかくなのでインレー湖の

水で珈琲を飲みたい。と思っていたところ、太田政信

さんから、「それはやめた方がいいよ。」と強く止められ

たのだった。なぜやめた方がよかったのかは後述。 

 早朝、朝食前にホテルの周辺を散歩した。まだ薄暗

いのに、広い通りに出ると何人もの人が仕事に向かっ

ているようだ。さすが、シャン族の人々は働き者である。

途中、托鉢中の僧侶の集団に出くわした。30 人くらい

はいるだろうか。面白いことに背の高い僧侶から、小さ

な子供の僧侶まで順番に並んで歩いている。出家し

た順番に並べばそうなるのだろうか。 

托鉢中の僧侶の集団 

 

朝食を済ませて、全員で船着き場に移動。 

想像していたのとは少し違う、少々心許ないボートに

ライフジャケット（！）を着て乗り込む。 

 ミャンマーとはいえ、標高 900ｍ近い高地で、かつ、

早朝のため湖面上は少々寒い。モーターの爆音と夥

しい水しぶきを上げてボートは南に向けて出発した。

我々の興奮は最高潮である。 

 30 分ほど南下しただろうか。突然、ボートが停止した。

前方を見ると 2 人の漁師が、巨大な竹製（？）の網を

使って漁をしているではないか。おおっ。これがインレ

ー湖で水上生活を営むインダー族の人々か。われわ

れは夢中でカメラのシャッターを切った。彼らは非常

に愛想良くポーズをとってくれたり、獲物を私達に見

せてくれる。 

 ミャンマーの人は本当に愛想がいいなあと思ってい

たら、突然 1 人の漁師が舟を我々のボートに横付けし

て、私に（なぜ私なのか？）何か言っている。初めは

何を言っているのか分からなかったが、よく聞いてみ

るとチャット、チャットと言っている。 

そうか、我々が彼らの写真を撮ったのでモデル料を

払えということか。彼らは、観光用の写真モデルなの

だった。 

彼らに 1000 チャットを渡して、ボートは再び南下を

続ける。 

 

 

 

イン ダー族の

伝統的な漁の

スタイル 
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愛情を感じます。 

 

昨年はあれほど恐怖を感じたミャンマーの国内線

プロペラ機だったが、既に 3 回目の搭乗でそれほど恐

怖を感じることなく乗ることができた。3 時間ほどのフラ

イトの後ヘイホー空港へ到着した。 
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さんが出迎えてくれた。彼らは、私たちを案内してくれ

るために、シュエボから 10 時間近くかけて車で来てく

れたとのこと。 

 昨年、東岡崎駅より小さいと感じたバガン空港よりさ

らに小さなヘイホー空港だったが、出迎えの人々でご

った返していた。 
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装が不十分で砂埃が舞う道を走ること 1～2 時間ほど
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ような印象だったが、シャン州は南米の高地のような

印象だ。アフリカも南米もいったことはないのだが。 

 延々と続く道は、両脇に畑や原野や山林や時折、

集落があるくらいで本当に何も無い。 

 何も無いがそこがたまらなく心地よい。ふと何もかも

忘れてここで暮らしてしまいたくなるような衝動に駆ら

れてしまう。 

 ところで、今日は日曜日のはずだが、外に出ている

人々は皆働いているようだ。確かミャンマーでも日曜

日は休日のはずでは？ 

 

埃っぽい道路 

のどかな田園風景        シャン族の女子学生 

 

京さんによれば、シャン州の人々はとても働き者で、

それ故、シャン州はとても豊かな地域だという。 

 数時間車に乗って着いたのが、カクという仏教遺跡

である。ここは無数の小さなパゴダ群が林立しており、

この世のものとは思えない雰囲気を醸し出している。

足を一歩踏み入れると、とたんに外部の音が遮断され、

静寂の中でパゴダの上部に付いている風鈴の音のみ

が鳴り響き、あたかも極楽にいるような気分である。当

然、極楽に行ったこともないのだが。 

途中で出会った少女達は見たことのない装束だが

愛想がよくとても可愛らしい。 

 今回の訪問の少し前に、NHK で有名女優がミャン

マーを旅する番組を見て、「こんなすごいところへ来ら

れるのは、TV 番組だからだよなぁ」と思ったものだが、
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 我々が訪れた施設は、レストランと民芸品ショップと

織物工場と民家が一体になったような建物であった。 

 水上に竹や木材で足場を組んでその上に建物が乗

っている。長時間ボートに乗っていたため、体はすっ

かり冷え切っている。全員一斉にトイレに駆け込む。 

  私の印象では、ミャンマーのトイレはどんな田舎に

行っても比較的清潔に保たれている。ここも例外では

ない。 

だが、しかし、ここは水上のはず。汚水は何処へ。 

用を済ませて外からトイレを眺めると、配水管がそ

のまま湖面へ････。 

 太田さん、忠告ありがとうございます。 

 かくして、インレー湖の水で珈琲を沸かす望みは完

全に絶たれたのだった 

インレー湖の水上建物 

 

今回のミャンマー訪問における観光の目玉であるイ

ンレー湖を後にして我々は、再び国内線でヤンゴン

に戻った。 

 翌日には、今回の訪問の重要な目的が控えている。

私は軽い高揚感を覚えていた。 

 おそらく牧野会長、松野委員長、小野進一さんも同

じだったのではないか。 

 実は、今回のミャンマー訪問にあたり、京さんの取り

計らいによって、前年の秋にメンバー宅にホームステ

ィしたミャンマー学生の一部と再会できる手はずが整

っていたのである。 

 わずか 2 泊の短期ステイにもかかわらず、すっかり

我が子であるかの如く情が移ってしまい、別れ際に号

泣するという失態を演じてしまったあの子達にこんな

に早く再会できるとは。 

 号泣したのは多分私だけだが、牧野会長ほかホスト

ファミリーになったメンバーもどんなに再会を待ち望ん

だことだろう。 

 翌朝 8 時。松野さん宅にステイしたリン君がおばあち

ゃん、お母さんと一緒にホテルを訪れ、小野さん宅に

ステイしたイイモーさん、ミャンさん、そして私の家にス

テイしたナインさんが次々とホテルのロビーに現れた。 

 牧野会長宅にステイしたジュリーさんは、日にちを間

違えて 1 日早くヤンゴンに来てしまったが、前夜、無

事に再会を果たすことができたのだった。 

 「いずれも大感激の様子。お互いに、そんなにどう

するのかというくらい大量のお土産を交換。今日１日

行動を共にしながら、ゆっくりと再会を喜び合うことが

できる。」は牧野会長のレポートの言。  

 

しばしの間お互いの

無事（3 カ月しか経って

いないので当然と言えば

当然なのだが。）を喜び

合い、一同は車で最後

の公式行事「KIBO 図書

館視察」をした。その後

は、飲茶の昼食会を行

い、近くのデパートで一

緒に買い物を楽しんだ。 

その後ホテルに戻り、ロビーで時間の経つのも忘れ

て歓談をしたのだった。それぞれが片言のミャンマー

語、日本語、英語で、満足な共通言語がなくコミュニ

ケーションは不自由なはずなのに、不思議なことに 1

日行動を共にしていると自然に会話が成立するように

なるのである。 

こうして 3 カ月前に生き別れたはずの娘と感動の再

会を果たすことができ（大げさな！）、至福の時を過ご

したのだった。 

 

 私にとって 2 度目のミャンマー訪問も無事に終了す

ることができた。 

京さんをはじめ同行のメンバー、現地でお世話をし

てくださった皆さんに感謝しながらまたこの地を訪れる

ことを願うのであった。（了） 
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ミャンマー食の訪問記 2017 

 

（第 18 回訪問） 

2017 年 5 月 16 日〜21 日 

会員 岡田吉生君 

 

★バンコクへと発つ。5/16 朝 

 

今回の、岡崎城南ロータリ

ークラブのミャンマー訪問

団は 8 人。 

私は撮影役なので、写っ

てないのだ。 

 

お酒大好きが 6 人と、完全下戸 1 人、ほどほど 1 人。 

果たしてどうなることやら。 

パクチー大好き 3 人と、大嫌い 4 人、ほどほど 1 人。 

果たしてどうなることやら。 

この写真にもあるが、早くもパクチー入りカレーを食べ

（酒◯・パクチ◯）。 

もう食べ納めと、和食を食べる君（酒◯パクチ×）。 

チェックインを済ませ、搭乗を待つセントレアの朝のフー

ドコートにて。 

ここでは、6 人がビール。 

 

さあ、今回の旅。 

如何なる飲食絵巻が繰り広げられることやら。  

 

★タイでエビを釣るツアー、5/16 夜 

バンコクに着いてホテルに

落ち着いた後、街に出て

食事。 

明日からへの英気を養う

晩餐である。 

エビから始まり、タイ料理

の数々。 

「タイでエビを食う旅だ」と誰かが私の持ちネタを言う。 

ここは、SOMBOOM SEAFOOD レストラン。 

美味しい料理（訪問団評価：星 5 つ）と美味しいお酒で

（シンハービール）でテン

ションマックス。 

良い旅になりそうだ。 

ここではまだ、パクチー論

争は勃発しておらず。 

ホテルに帰ったら、タイの

国王の遺影が飾ってあっ

た。 

亡くなってもう半年？ ま

だ空位のままだ。 

 

このホテル、バンコクの高級ホテル。 

タイはやはり、東南アジアでは進んでいる国。 

 

★ウズラに再会、5/17 夜 

開けて 2 日目、5 月 17 日

は飛行機でタイのバンコ

クからミャンマーのマンダ

レーへ。 

そこから車で 4 時間シュ

エボ、公式行事の開催地

だ。 

ここで、公式行事の奨学金支給・交歓夕食会がある。 

到着すると準備万端、拍

手のゲートで迎えてくれ

た。 

ところが、地元の名士が

遅れて来るとあって、宴席

の準備も進んでしまう。 

式典の始まる前に、食事

が配膳されるは、ビールが運び込まれるは（ここからは、

当然ミャンマービール）。 

私の好物の鳥の（ウズ

ラ？）丸焼き？丸揚げ？も

並べられた。 

 

ところがここで、「パクチー

派 VS 反パクチー派」の香

草いや抗争に異変が起きた。 

反パクの I 倉君が、「この鳥の丸焼きは食べられる。好物

だ。」と言い出したのだ。 

 

これは意外、反パク派の分裂か？と思ったが、川魚の丸

焼き（写真）には手こずっていた。 

ちなみに I 倉君は、188cm、120kg、食べられるものはな

んでも摂りこむ人なのだが。  

 

★昨夜の行事会場で朝食、5/18 朝 

そこへ、昨夜都合で出席できなかった 3 人の新奨学生

がやって来た。 

そこで奨学金と記念品の授与。 

 我々が訪れた施設は、レストランと民芸品ショップと

織物工場と民家が一体になったような建物であった。 

 水上に竹や木材で足場を組んでその上に建物が乗

っている。長時間ボートに乗っていたため、体はすっ

かり冷え切っている。全員一斉にトイレに駆け込む。 

  私の印象では、ミャンマーのトイレはどんな田舎に

行っても比較的清潔に保たれている。ここも例外では

ない。 

だが、しかし、ここは水上のはず。汚水は何処へ。 

用を済ませて外からトイレを眺めると、配水管がそ

のまま湖面へ････。 

 太田さん、忠告ありがとうございます。 

 かくして、インレー湖の水で珈琲を沸かす望みは完

全に絶たれたのだった 

インレー湖の水上建物 

 

今回のミャンマー訪問における観光の目玉であるイ

ンレー湖を後にして我々は、再び国内線でヤンゴン

に戻った。 

 翌日には、今回の訪問の重要な目的が控えている。

私は軽い高揚感を覚えていた。 

 おそらく牧野会長、松野委員長、小野進一さんも同

じだったのではないか。 

 実は、今回のミャンマー訪問にあたり、京さんの取り

計らいによって、前年の秋にメンバー宅にホームステ

ィしたミャンマー学生の一部と再会できる手はずが整

っていたのである。 

 わずか 2 泊の短期ステイにもかかわらず、すっかり

我が子であるかの如く情が移ってしまい、別れ際に号

泣するという失態を演じてしまったあの子達にこんな

に早く再会できるとは。 

 号泣したのは多分私だけだが、牧野会長ほかホスト

ファミリーになったメンバーもどんなに再会を待ち望ん

だことだろう。 

 翌朝 8 時。松野さん宅にステイしたリン君がおばあち

ゃん、お母さんと一緒にホテルを訪れ、小野さん宅に

ステイしたイイモーさん、ミャンさん、そして私の家にス

テイしたナインさんが次々とホテルのロビーに現れた。 

 牧野会長宅にステイしたジュリーさんは、日にちを間

違えて 1 日早くヤンゴンに来てしまったが、前夜、無

事に再会を果たすことができたのだった。 

 「いずれも大感激の様子。お互いに、そんなにどう

するのかというくらい大量のお土産を交換。今日１日

行動を共にしながら、ゆっくりと再会を喜び合うことが

できる。」は牧野会長のレポートの言。  

 

しばしの間お互いの

無事（3 カ月しか経って

いないので当然と言えば

当然なのだが。）を喜び

合い、一同は車で最後

の公式行事「KIBO 図書

館視察」をした。その後

は、飲茶の昼食会を行

い、近くのデパートで一

緒に買い物を楽しんだ。 

その後ホテルに戻り、ロビーで時間の経つのも忘れ

て歓談をしたのだった。それぞれが片言のミャンマー

語、日本語、英語で、満足な共通言語がなくコミュニ

ケーションは不自由なはずなのに、不思議なことに 1

日行動を共にしていると自然に会話が成立するように

なるのである。 

こうして 3 カ月前に生き別れたはずの娘と感動の再

会を果たすことができ（大げさな！）、至福の時を過ご

したのだった。 

 

 私にとって 2 度目のミャンマー訪問も無事に終了す

ることができた。 

京さんをはじめ同行のメンバー、現地でお世話をし

てくださった皆さんに感謝しながらまたこの地を訪れる

ことを願うのであった。（了） 
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授与するのは、ミャンマー

訪問のきっかけを作り、ま

た育ててくれた O 田さん。 

ところが、男子学生（大学

1 年生）2 人の後、女子学

生になったら A 会長が授

与者に。 

ちゃっかり K 彦さん。 

朝食は、モヒンガーという

米の麺をいただく。 

これが意外と、「反パク派」

の「日本食が一番」の T

君にも受けいてられて、

「美味しい」とまで行って

食べていた。 

I 倉君は、美味しいと感じ

てないにもかかわらず、お

代わりしていた。 

彼には、食物摂取が生き

る道なのだ。 

確かに、この麺おいしい

よ。 

ミャンマーの米は、チャー

ハンにしても美味しいし。 

ミャンマーは、かつては世

界一の米の輸出国なのだ。 

「日本の米が一番」という人も多いけど、何も「米」というく

くりで競うことないのにね。 

種目を決めて競いたがる。 

結論は「日本が一番」。 

この旅は、「親パク派」と「反パク派」の香草のいや抗争 

（くどいか）の旅。 

「やはり日本が一番」派と「郷に入れば郷には従え」派。 

4 人対 4 人、がっぷり四つの抗争は続く。  

 

★施設視察、家庭訪問、5/18 

19 年のミャンマー支援の

歴史のうち、前半は図書

館 ・ 道 路・ 水 道 等の 建

設・建築。 

今回施設を訪れると、活

用の様子、不具合・老朽

化などがわかる。 

また、岡崎城南ロータリークラブの名が刻まれていたり、

当時の訪問団・式典の写真が残されていたり、感慨も一

入である。 

こう書いて来ると、お役目

でがんじがらめの旅のよう

だが、そうでもない。 

後半は、観光もある。 

なんせ、長い距離を車で

移動の連続。 

学生も、この会のために数

百キロをバスで駆けつけたり、バイクで夜通し走って来た

学生もいる。 

こちらも移動の間、地元の企業を訪ねたり、奨学生の家

庭を訪問したりの連続。やっぱりお役目だらけかもしれ

ぬ。 

奨学生の家庭訪問の時も、

家庭料理でもてなされる。 

それもミャンマーのご馳走

なんだよね。 

 

ここでも、「親パク」「反パク」 

箸の進む組と進まない組

（スプーンか、ミャンマー） 

この頃になると、お腹に入ればいい派（I 倉君）が精力い

や勢力を持って来たぞ。 

 

さあ、明日は車でマンダレーへ。  

 

★果物天国とりわけマンゴ、5/19 

 

ミャンマーは雨季である。 

いつもは旧正月（アジアは

こちらが主流）後の 2 月初

旬に訪れていたが、今回

の国際奉仕委員長・訪問

団長の S 君が、「過酷な季

節に行ってみたい」という

ことで、5 月下旬となった。 

さすが「親パク派」「郷に従

え派」。 

ところが、まるで雨が降らない。 

一度降ったが、夜中。 

でも、ご安心を。 

とにかく暑い、日差しも半

端ないから。 

移動の途中で立ち寄る、

機織り工場など地元の企

業？仕事場や、奨学生の

家庭訪問？ 
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いや、立ち寄るのでなくて、

「ソコ」に移動するのだけ

どね。 

私たちが建設した施設の

視察でも同様。 

そこで、お茶とともに出さ

れるのが果物類、それも決まってマンゴ。 

この時期のミャンマーはマンゴで決まり。 

熟して美味しい。 

家庭にも必ずといって良いほど、マンゴの木が１本植わ

っている。 

このマンゴには、「親パク

派」「反パク派」なく、手が

伸びる。 

「親パク派」の中でも、写

真（K 君と S 君）のように、

ラブラブ度が高まるのだ。 

 

しかし、今思えばこのマンゴ他の果物類、切って皮も剥

かれていたなあ。 

以前、皮を剥いた果物も、食べるとお腹を壊すって言わ

れてた。 

水で洗うから、その水が汚れていてあたるってね。 

今回は来てないけど、T 生君なんて東南アジアを一緒に

旅するときは、必ずナイフ持参だった。 

（きっと彼は、反パク派だね。） 

冒頭の写真は、街道沿いに店を出している果物屋台。 

ここでは、マンゴを手で剥いて食べたよ。 

といったマンゴづくしの旅で、一生分のマンゴ食べたサ。 

内緒だけど、最後は食傷気味（で両派一致）  

 

★ミャンマーは「太陽の当たる場所」その１、5/19 

5/19 マンダレーの夜、高級

な北京料理のお店み連れ

て行っていただいた。個室。 

北京ダックを始めとした洗

練された料理、洗練された

味。 

ここの北京ダックは肉も食

べるんだ！とか言いながら、

親パク反パクを超えて箸が

進んだ。 

でもまだ、香草怖しの疑心

暗鬼の恐る恐る。 

実はこの旅、ヨシヲスズキ

で歌うチャンスを狙ってた。 

公式行事のあとの懇親会でと狙っていたのだが、ビンゴ

が長引いて出番がなかった。 

あれから 2 日たち、旅も終

盤。 

歌うならここと、スズキくん

に無茶振り。 

だが、そこは親パクのスズ

キくん。 

お調子者のスズキ団長。 

二人、立ち上がってアカペラで歌うこととなった。 

いや、歌うこととした。 

 

★ミャンマーは「太陽の当たる場所」その 2、5/19 

 

高級北京料理レストランの

個室に丸テーブル二つ。 

ひとつに、岡崎城南 RC 御

一行様 8 名、ひとつに、現

地随行のお世話役さん達。 

歌う曲は「太陽のあたる場

所」、ヨシヲスズキで練習中

の曲だ。 

腕試し、度胸試しなのだ。 

アカペラ、手拍子で歌う。 

イントロと間奏・後奏はハー

モニカ。 

ブルースハープを持って

来た。 

途中で、城南テーブルの T 君からタオルが投げられた。

オイッ。 

反パク派の領袖 T 君から。 

かたや、ミャンマーテーブルは大喜びでスマホ動画を撮

りまくり。 

こうでなくちゃね。 

歌の方はといえば、酔っ払っていたし（練習中の曲だし）、

ハモニカ落とすし、ヘロヘロだったが、目的は達したじょ。 

 

なんにしても、ノリが良かったので「合格」 

 

ミャンマーは「黄金の国」と言われているが、希望あふれ

る「太陽のあたる場所」だ。  

授与するのは、ミャンマー

訪問のきっかけを作り、ま

た育ててくれた O 田さん。 

ところが、男子学生（大学

1 年生）2 人の後、女子学

生になったら A 会長が授

与者に。 

ちゃっかり K 彦さん。 

朝食は、モヒンガーという

米の麺をいただく。 

これが意外と、「反パク派」

の「日本食が一番」の T

君にも受けいてられて、

「美味しい」とまで行って

食べていた。 

I 倉君は、美味しいと感じ

てないにもかかわらず、お

代わりしていた。 

彼には、食物摂取が生き

る道なのだ。 

確かに、この麺おいしい

よ。 

ミャンマーの米は、チャー

ハンにしても美味しいし。 

ミャンマーは、かつては世

界一の米の輸出国なのだ。 

「日本の米が一番」という人も多いけど、何も「米」というく

くりで競うことないのにね。 

種目を決めて競いたがる。 

結論は「日本が一番」。 

この旅は、「親パク派」と「反パク派」の香草のいや抗争 

（くどいか）の旅。 

「やはり日本が一番」派と「郷に入れば郷には従え」派。 

4 人対 4 人、がっぷり四つの抗争は続く。  

 

★施設視察、家庭訪問、5/18 

19 年のミャンマー支援の

歴史のうち、前半は図書

館 ・ 道 路・ 水 道 等の 建

設・建築。 

今回施設を訪れると、活

用の様子、不具合・老朽

化などがわかる。 

また、岡崎城南ロータリークラブの名が刻まれていたり、

当時の訪問団・式典の写真が残されていたり、感慨も一

入である。 

こう書いて来ると、お役目

でがんじがらめの旅のよう

だが、そうでもない。 

後半は、観光もある。 

なんせ、長い距離を車で

移動の連続。 

学生も、この会のために数

百キロをバスで駆けつけたり、バイクで夜通し走って来た

学生もいる。 

こちらも移動の間、地元の企業を訪ねたり、奨学生の家

庭を訪問したりの連続。やっぱりお役目だらけかもしれ

ぬ。 

奨学生の家庭訪問の時も、

家庭料理でもてなされる。 

それもミャンマーのご馳走

なんだよね。 

 

ここでも、「親パク」「反パク」 

箸の進む組と進まない組

（スプーンか、ミャンマー） 

この頃になると、お腹に入ればいい派（I 倉君）が精力い

や勢力を持って来たぞ。 

 

さあ、明日は車でマンダレーへ。  

 

★果物天国とりわけマンゴ、5/19 

 

ミャンマーは雨季である。 

いつもは旧正月（アジアは

こちらが主流）後の 2 月初

旬に訪れていたが、今回

の国際奉仕委員長・訪問

団長の S 君が、「過酷な季

節に行ってみたい」という

ことで、5 月下旬となった。 

さすが「親パク派」「郷に従

え派」。 

ところが、まるで雨が降らない。 

一度降ったが、夜中。 

でも、ご安心を。 

とにかく暑い、日差しも半

端ないから。 

移動の途中で立ち寄る、

機織り工場など地元の企

業？仕事場や、奨学生の

家庭訪問？ 
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★「反パク」派の逆襲バンコクの夜、5/20 

「ネズミは出るが水は出な

い」ホテルに泊まる状態か

ら、バンコクでの今宵の一

泊（正確には夜中のフライ

トまでチェックイン状態な

ので、二泊。 

「反パク」派には、逆襲の

チャンス。 

マンダレーから空路でバ

ンコク到着後、先に帰国

する二人（親パク）とお別

れ。 

残った 6 人（親パク 2、反

パク 4）はこの夜の宿泊の超高級ホテルで一休みした後、

今回の旅の 1 日目に下見を済ませた、バンコクの夜へと

繰り出す。 

まずは、日本食の店で腹ごしらえ、というか「反パク」派に

は安息のひととき、元気も回復？ 

私が、「肉が食べたい」と注文すると、「何ニク頼んでんの

よ？」と攻撃してくる。 

よっぽど辛い時間を過ごしてたんだなあ、と理解しつつ

もさらに「魚はいらない」と肉を。 

その反撃も、日本酒の生酒が胃に収まった頃、穏やかと

なった。 

「やっぱ、日本食、日本酒だね」と満足していることだろ

う。 

食事を終え、頃合と夜の街に消えるメンバーを横目で見

て、私一人に。 

ここで、「親パク」対「反パク」は 2 対 4 のはずが、1 対 5

になったような。 

いやいや、親パク一人は日和ったのではなく、人間の幅

があるのだろう。 

 

私一人孤独に。しばらく夜の街をぶらついた後（おんな

じか）、ホテルに帰る。 

タクシーを拾って帰ったのだが、チャットを全く持ってお

らず、ドルは受け取ってもらえず。 

ホテルのフロントで 47 チャット分のドルを両替してもら

い、タクシーに支払うことができた。 

その額２ドル、超高級ホテルのフロントで、わずか２ドル

を両替し、それもしっかり書類を書いて、ハハ。 

お待たせしたタクシーの運転手君に 2 ドル分のチャット

を全部あげたら喜んでた。 

チャット残しても使わないし、使えないし。  

 

★豪華朝食ブッフェとシメは高級イタリアン、5/21 

「反パク派」の反撃は続く

が、この頃には「親パク派」

もしっかり洗練された味に

飛びついている。 

しっかり、パクチーを歯に

はさげた（＝挟まったまま

の意：三河弁？）ままね。 

 

超高級ホテルの朝食は、豪華ブッフェ。すなわちエクス

ペンシブ。 

「反パク派」は、「ここで食い溜めすればいい」ぐらいのこ

とを言う。 

でも私はやっぱ、質素なアメリカンブレックファースト的に

なる。 

な～んて、日和らない「親パク」は気取っているのだ。 

この辺で、もはや私シンパなし？ 

この日、日中はタイの世界遺産など観光。 

象にも乗った。 

そして一休みした後、最後の晩餐はバンコクの高級イタ

リアン。 

「親」も「反」も安心した味と、心配な支払いを胸に楽しい

食事で時を過ごすのだ。 

そして、ホテルでシャワーを浴びた後、0 時 5 分のタイ国

際航空で帰途に着くのである。  

 

★えっ？ ミャンマーで発症、ミャンマー余話 

花粉症歴の長い私だが、

まるで治療も対策もしてな

かった。 

それが近頃、「コンディショ

ンの良い日々を過ごす」こ

とに留意し始め、花粉症の

薬を飲み、花粉症に効く

甜茶を飲んでいた。 

そこで、ミャンマー・タイではどうするか？ 

ネットで調べたら、ミャンマー・タイでは花粉は飛んでい

ないということで、薬も持たず茶も持たず出発。 

当初は順調だった。 

だが 3 日目、ミャンマーの精米工場を訪ねた時、ナント

突然発症したのだ。 

出まくる鼻水、写真ではこ

の日から（お馴染みの）マ

スク顔が写っている。 

最後の二日、バンコクでは

ほどほどに治っていたが、
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中部国際空港でのバゲージクレームで荷物を受け取る

際、またもや出血いや出鼻水。 

それも、ミャンマーで発症した時の何倍もの鼻水。 

5 枚がさねのティシューから溢れ出る鼻水。 

これが今回の旅の最大の災難？、やさしいもんだ。  

 

★ミャンマーで足を食われた。ミャンマー余話 

ミャンマーは織布産業が

盛んである。 

織布工場もあれば、大勢

の織姫さんたちの工房も

ある。 

それが、街にまとまってあ

るのでなく、何十キロおい

て点在している。 

家族で縫製の仕事をして

いる、家を訪ねた。 

なんとそこのミシンは、ブラ

ザーミシンばかり、それも

数台。 

年代物だが、バリバリの現

役のようだ。 

 

それを、なんとか写真に収

めようとしていたら、 

「熱っ！」 

足に激痛が走った。 

 

何が起きたかわからなか

ったが、現地の人は冷静

になおかつ慌てて（なん

じゃそれ）対処してくれた。 

アリだった。 

 

ミシンの写真を撮るのに

夢中で、アリの巣を踏ん

でいたのだ。 

アリの逆襲。 

「蝶のように舞い、蜂のように刺す」アリのようだ。 

（注：モハメド・アリ、あ、これいらんかった） 

 

家の人が手当をしてくれた。 

タナカを塗ってくれた。 

 

これが、ミャンマーでの災難第二弾。 

優しいもんだ。  

 

現地視察と交流の旅 2019 
 

（第 20 回訪問） 

2019 年 6 月 6 日〜12 日  

会員 岡田吉生君  

 

今回のミャンマー訪問団の日程は、2019 年 6 月 7 日

～11 日の 5 日間。ところが私は 1 日前の 6 月 6 日に現

地に入り、1 日後の 6 月 12 日に帰ってくるという７日間の

日程にした。 

団体行動の出来ないオカダと思われるだろうが、以下

の目的があった。 

・訪問団の予定では、奨学金支給と交歓昼食会のみ

の公式行事しかなかったので、深く視察・交流がしたか

った。 

（結局、交歓昼食会もなしとなった。） 

・先乗りして、現地行事の準備をしたかった。 

ま、局団体行動が苦手なんだけどね。 

 

そんなことで、同じミャンマーに居ても行動が別なので、

訪問団に私の行動報告を逐一したかった。それから、城

南会員、世界中の皆さんにもレポートしたかったので、

毎日 Facebook で発信し続けた。 

 

ということで、今回の訪問記は、その Facebook をまと

めたものをここに掲載する。 

 

では、出発。 

 

★6 月 6 日、14 時 セントレア 

ミャンマーに行こうとセントレアに来たのだが、香港まで

の飛行機は 2 時間遅れ。 

香港からヤンゴンの便に間に合うか際どい状態。 

 

ひょっとして今夜は香港

泊まりか？ 

ヤンゴン行きも1 日遅れに

なるかも。 

ま、つまり、日本で飲むビ

ールが増えるか、香港で

飲む酒が増えるか、ってと

こ。 

航空会社から 500 円の食

券もらったし。 

★「反パク」派の逆襲バンコクの夜、5/20 

「ネズミは出るが水は出な

い」ホテルに泊まる状態か

ら、バンコクでの今宵の一

泊（正確には夜中のフライ

トまでチェックイン状態な

ので、二泊。 

「反パク」派には、逆襲の

チャンス。 

マンダレーから空路でバ

ンコク到着後、先に帰国

する二人（親パク）とお別

れ。 

残った 6 人（親パク 2、反

パク 4）はこの夜の宿泊の超高級ホテルで一休みした後、

今回の旅の 1 日目に下見を済ませた、バンコクの夜へと

繰り出す。 

まずは、日本食の店で腹ごしらえ、というか「反パク」派に

は安息のひととき、元気も回復？ 

私が、「肉が食べたい」と注文すると、「何ニク頼んでんの

よ？」と攻撃してくる。 

よっぽど辛い時間を過ごしてたんだなあ、と理解しつつ

もさらに「魚はいらない」と肉を。 

その反撃も、日本酒の生酒が胃に収まった頃、穏やかと

なった。 

「やっぱ、日本食、日本酒だね」と満足していることだろ

う。 

食事を終え、頃合と夜の街に消えるメンバーを横目で見

て、私一人に。 

ここで、「親パク」対「反パク」は 2 対 4 のはずが、1 対 5

になったような。 

いやいや、親パク一人は日和ったのではなく、人間の幅

があるのだろう。 

 

私一人孤独に。しばらく夜の街をぶらついた後（おんな

じか）、ホテルに帰る。 

タクシーを拾って帰ったのだが、チャットを全く持ってお

らず、ドルは受け取ってもらえず。 

ホテルのフロントで 47 チャット分のドルを両替してもら

い、タクシーに支払うことができた。 

その額２ドル、超高級ホテルのフロントで、わずか２ドル

を両替し、それもしっかり書類を書いて、ハハ。 

お待たせしたタクシーの運転手君に 2 ドル分のチャット

を全部あげたら喜んでた。 

チャット残しても使わないし、使えないし。  

 

★豪華朝食ブッフェとシメは高級イタリアン、5/21 

「反パク派」の反撃は続く

が、この頃には「親パク派」

もしっかり洗練された味に

飛びついている。 

しっかり、パクチーを歯に

はさげた（＝挟まったまま

の意：三河弁？）ままね。 

 

超高級ホテルの朝食は、豪華ブッフェ。すなわちエクス

ペンシブ。 

「反パク派」は、「ここで食い溜めすればいい」ぐらいのこ

とを言う。 

でも私はやっぱ、質素なアメリカンブレックファースト的に

なる。 

な～んて、日和らない「親パク」は気取っているのだ。 

この辺で、もはや私シンパなし？ 

この日、日中はタイの世界遺産など観光。 

象にも乗った。 

そして一休みした後、最後の晩餐はバンコクの高級イタ

リアン。 

「親」も「反」も安心した味と、心配な支払いを胸に楽しい

食事で時を過ごすのだ。 

そして、ホテルでシャワーを浴びた後、0 時 5 分のタイ国

際航空で帰途に着くのである。  

 

★えっ？ ミャンマーで発症、ミャンマー余話 

花粉症歴の長い私だが、

まるで治療も対策もしてな

かった。 

それが近頃、「コンディショ

ンの良い日々を過ごす」こ

とに留意し始め、花粉症の

薬を飲み、花粉症に効く

甜茶を飲んでいた。 

そこで、ミャンマー・タイではどうするか？ 

ネットで調べたら、ミャンマー・タイでは花粉は飛んでい

ないということで、薬も持たず茶も持たず出発。 

当初は順調だった。 

だが 3 日目、ミャンマーの精米工場を訪ねた時、ナント

突然発症したのだ。 

出まくる鼻水、写真ではこ

の日から（お馴染みの）マ

スク顔が写っている。 

最後の二日、バンコクでは

ほどほどに治っていたが、
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今夜はヤンゴンで、街ご

と飲み尽くすつもりだった

のに。 

2 時間遅れの香港行きを

待つ 17 番ゲート。 

何やら私を呼ぶ声がす

る？夢の中。 

眠ってしまっていたよう

だ。 

目が覚めれば、もはや 18

時出発時刻。 

生ビール 3 杯（いや 4 杯？）は飲み過ぎか。 

ゲートも急に 12 番に変わっていたのだ。 

17 番から 12 番はかなりの距離、小走り。 

 

★香港着。 

時間の上では、なんとか

ヤンゴン行きの出発時刻

には間に合ったみたいだ

が。 

広い香港空港、全力疾走

しても間に合うか？ 

航空会社がカートを用意

してくれた。 

10 分弱乗って、そこからバス。 

まさかミャンマーに行くって感じじゃない人たちで満員。 

501 ゲートにたどり着いて、少なくとも搭乗は可能となっ

た。 

 

★6 月 6 日 23:45 ヤンゴン空港 

なんとか着いたヤンゴン空港。 

なんだ、当初の予定通り時刻の到着だ。 

23 時 45 分到着。 

でも最初の 2 時間は、セントレアの味仙で呑んだくれて

たけどね。 

これで、正常なスケジュールに復帰したかと思ったのも

つかの間、タクシーの左前輪がパンクした。 

空港から出る前だったので、他のタクシーに乗り換え、

深夜のホテル着だ。 

この日のトラブルで今回

の旅をどう占う？予測す

る？ 

まあ、吉兆でしょう。 

不測を楽しむのが、海外

の旅。 

 

★6 月 7 日 サミットパークビューホテル 

いやー、ゆっくり寝られたよね。 

昨日のトラブルのお陰で。 

 

ヤンゴンのサミットパークビ

ューホテル。 

朝食旨し、ミャンマー料

理。 

まずはお粥。最後はココナ

ッツラーメン。 

もちろんその間、色々と。 

これから食べ続けるミャン

マーの食事に期待が持て

る。 

 

昼食は、京幸一（キョーキ

ョーモー）君のご両親とタ

イ料理。 

随分長い時間ご両親と懇

談。こんなに長い時間、20

年間で初めて。 

 

その後、国内線でマンダレーへ。 

練乳屋さん夫妻がマンダレー空港まで迎えに来てくれ

た。 

シュウエボーまで車で移動。 

 

★シュウエボー 

仏壇？とフルーツと陽気

な女性たちのおしゃべりの

おもてなし。 

なんてったってマンゴー。

今が食べ時。 

マンゴー、ジャックフルー

ツ、スイカ、パイナップル、

そしてレペ。 

実はこの中にひとつ、苦

手なものがある。 

それを食べると、自分はカ

ブト虫かって思っちゃう。 

 

実はここ、誕生日会の準備中の真っ最中。 

主人公のお誕生日ちゃんが現れた。綺麗にお化粧し

て、気持ちはしっかり大人の女性に入り込んでいる。 
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何語で話かければい

いのかな？ 

 

 

 

 

Happy birthday. How old are you?  

Thank you. と、彼女。迷答？ 

How old are you? と、再度。 

It’s nine o’clock. （おっ、そう来たか） 

How old are you? （期待が高まる） 

I’m nine years old.（ピンポーン） 

 

これを「英語がしゃべれる」というのだ。 

実はミャンマー、小学生の英語教育が進んでいる。 

 

その後、明日の公式行事の会場に。 

準備万端なのだがまだまだ深夜まで続きそう。 

明日の朝、岡崎城南ロータリークラブの訪問団の到着を

待つ。 

とか言う私は、先乗りスコアラー？ 

今回私はミャンマー訪問団と同行せず、行きも帰りも別

行動で、6/8 朝からの公式行事のみ合流。 

というのも、訪問団が公式行事や視察、奨学生とその関

係者との交流にあまり時

間を取れないので、私は

先乗りし、居残り。 

訪問団との合流も 3 時

間！ 

行事に参加できなかった

り各地に散らばった奨学

生や OB、現地の「ミャンマ

ーきぼう奨学会」のメンバ

ーと交流という「勝手に全

権大使」気取りなのだよ。 

明日の式典行事のチェックを終えて、現地の「ミャンマー

きぼう奨学会・Myanmar KIBOH scholarship foundation」

の主要メンバーと交流食事会。 

というか飲み会。 

お米屋さんのソーさん、 

こちらの希望奨学会の主力メンバー。 

無類の日本酒好きで、後日の会に差し入れのつもりの

日本酒のうちの一本「蓬莱泉」をここで。 

彼はもはや、日本酒研究家だ。 

 

今夜の宿は、「ミャンマー

KIBOH クリニック」。 

岡崎城南ロータリークラブ

の支援で、10 年ほど前に

建てた。 

その中の職員宿泊室に泊

まるのだ。 

ベッドには蚊帳、空調、ト

イレ、シャワー完備？ 

ただし、停電多し。 

でも診療所なので、緊急

の発電装置を備えている。 

冷房なしのミャンマーの夜

も辛いしね。 

土間に置かれた桶に、洗

面器が浮かんでいる。 

オケに張られたお湯を、

洗面器で汲んで、体に浴びる。 

まあ何てまどろっこしいと思ったが、シャワー掛け流しより

よっぽど合理的だ。 

水や電気の乏しい国にはネ。 

 

そうわかると、「不自由」が急に「快適」に変わった。 

今夜はヤンゴンで、街ご

と飲み尽くすつもりだった

のに。 

2 時間遅れの香港行きを

待つ 17 番ゲート。 

何やら私を呼ぶ声がす

る？夢の中。 

眠ってしまっていたよう

だ。 

目が覚めれば、もはや 18

時出発時刻。 

生ビール 3 杯（いや 4 杯？）は飲み過ぎか。 

ゲートも急に 12 番に変わっていたのだ。 

17 番から 12 番はかなりの距離、小走り。 

 

★香港着。 

時間の上では、なんとか

ヤンゴン行きの出発時刻

には間に合ったみたいだ

が。 

広い香港空港、全力疾走

しても間に合うか？ 

航空会社がカートを用意

してくれた。 

10 分弱乗って、そこからバス。 

まさかミャンマーに行くって感じじゃない人たちで満員。 

501 ゲートにたどり着いて、少なくとも搭乗は可能となっ

た。 

 

★6 月 6 日 23:45 ヤンゴン空港 

なんとか着いたヤンゴン空港。 

なんだ、当初の予定通り時刻の到着だ。 

23 時 45 分到着。 

でも最初の 2 時間は、セントレアの味仙で呑んだくれて

たけどね。 

これで、正常なスケジュールに復帰したかと思ったのも

つかの間、タクシーの左前輪がパンクした。 

空港から出る前だったので、他のタクシーに乗り換え、

深夜のホテル着だ。 

この日のトラブルで今回

の旅をどう占う？予測す

る？ 

まあ、吉兆でしょう。 

不測を楽しむのが、海外

の旅。 

 

★6 月 7 日 サミットパークビューホテル 

いやー、ゆっくり寝られたよね。 

昨日のトラブルのお陰で。 

 

ヤンゴンのサミットパークビ

ューホテル。 

朝食旨し、ミャンマー料

理。 

まずはお粥。最後はココナ

ッツラーメン。 

もちろんその間、色々と。 

これから食べ続けるミャン

マーの食事に期待が持て

る。 

 

昼食は、京幸一（キョーキ

ョーモー）君のご両親とタ

イ料理。 

随分長い時間ご両親と懇

談。こんなに長い時間、20

年間で初めて。 

 

その後、国内線でマンダレーへ。 

練乳屋さん夫妻がマンダレー空港まで迎えに来てくれ

た。 

シュウエボーまで車で移動。 

 

★シュウエボー 

仏壇？とフルーツと陽気

な女性たちのおしゃべりの

おもてなし。 

なんてったってマンゴー。

今が食べ時。 

マンゴー、ジャックフルー

ツ、スイカ、パイナップル、

そしてレペ。 

実はこの中にひとつ、苦

手なものがある。 

それを食べると、自分はカ

ブト虫かって思っちゃう。 

 

実はここ、誕生日会の準備中の真っ最中。 

主人公のお誕生日ちゃんが現れた。綺麗にお化粧し

て、気持ちはしっかり大人の女性に入り込んでいる。 
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★6 月 8 日 

多少、蚊に悩まされたが、ぐっすりねむれて、朝を迎えた。 

お医者さんになった奨学

生の働き場所として、きぼ

う奨学会 in Japan（写真）

の支援で 10 年前に出来

た「きぼうクリニック」。今は、

卒業した奨学生の働き口

があるので、休業状態。 

そこに昨夜は宿として泊

まったというわけ。 

設立メンバーの写真がロ

ビーの壁に掛かっており、

私も顔を連ねているよ。 

 

ところで、旅先で Facebook を見たら、昨日の準備の時の、

その式で贈呈予定の制服を試着している私のアブナイ

写真が SNS に流出していた。（前出写真） 

 

これがしたくて、前日から来たわけじゃないよ、念のため。 

 

 

★6 月 8 日、9 時 公式行事 

 

今回のミャンマー訪問の公式行事。 

ここで私は、岡崎城南ロータリークラブのミャンマー訪問

団と合流という訳。今回の公式行事は、現地の「ミャンマ

ーきぼう奨学会」のプログラムの中で、 

・岡崎城南ロータリーから寄付金 4,000,000 チャットの贈

呈。これは前もって渡されていて、今回は成績優秀な地

元小学生 200 人への賞品、文具・制服に充てられている。 

 

・岡崎城南ロータリ

ーがスポンサーの

新奨学生 エイ テ

ィ モン ミヤニイ へ

の奨学金贈呈。（写

真） 

公式行事に集まっ

た 300 人以上、盛

大な会となった。 

奨学生、奨学生OB、

ミャンマーきぼう奨

学会メンバー、地元

の小中高生そして

岡崎城南ロータリー

訪問団。 

例年と違って小学

生の子供たち、この

子たちの中に将来

奨学生に選ばれ、

未来を開く子供た

ちがいることだろう。 

まさに、ミャンマー

「きぼう」奨学会。 
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会を終えて、子供たちは帰る。 

軽トラの荷台。 

 

岡崎城南訪

問団も帰る。 

ワゴン車で。

（ こ の あ と 、

結局飛行機

には間に合

わ な か っ た

らしい。） 

 

奨学生と、奨学生 OB は各地へ帰る。 

バイクとかで。 

 

 

★お疲れさん会 

 

私は城南メンバーと別れ、

Kyaw くんと二人居残って

非公式行事。 

公式行事を終えて、スタッ

フでお疲れさん食事会。 

この場に城南訪問団メン

バーも居ればいいのにな、

と思いつつミャンマービー

ルとミャンマー料理。 

共に私の好物。 

I love Myanmar beer. チャ

クア！ と言いつつ飲み続

ける。 

 

午後は、かつて岡崎城南

ロータリークラブの支援で

建てた 3 つの図書館訪問

団。 

 

雨季とは言え、酷暑の 

ミャンマー。ビールなんて

すぐ吹っ飛ぶさ。 

岡崎城南ロータリークラブは、過去５つの図書館を建て

ている。 

図書館以外にも、校門の整備。道路の整備、井戸・給水

設備（きぼうの井戸）など。 

20 年に渡る支援活動のうち、前半は環境整備、後半の

10 年は奨学生を育てている。 

 

★図書館視察その 1 

 

2002 年に、シュウエボー

第 一 高 校 に 作 っ た 

Library KIBOH きぼう図

書館。 

 

予定時間よりかなり遅れた

けど、にこやかに私たちを

迎えてくれた。 

ミャンマー・タイム、人の遅

れにも寛容だが、自分も

遅れる。 

 

図書館内には、当時会員

の小野智範君の書による

「希望図書館」の額。 

 

そして、当時会員の則武

さんの奥さん寄贈の「ちえ

こ文庫」 

 

蔵書もしっかり管理されて

おり、イラスト入りの教材

の掲示もほほえましい。 

 

 

 

★6 月 8 日 

多少、蚊に悩まされたが、ぐっすりねむれて、朝を迎えた。 

お医者さんになった奨学

生の働き場所として、きぼ

う奨学会 in Japan（写真）

の支援で 10 年前に出来

た「きぼうクリニック」。今は、

卒業した奨学生の働き口

があるので、休業状態。 

そこに昨夜は宿として泊

まったというわけ。 

設立メンバーの写真がロ

ビーの壁に掛かっており、

私も顔を連ねているよ。 

 

ところで、旅先で Facebook を見たら、昨日の準備の時の、

その式で贈呈予定の制服を試着している私のアブナイ

写真が SNS に流出していた。（前出写真） 

 

これがしたくて、前日から来たわけじゃないよ、念のため。 

 

 

★6 月 8 日、9 時 公式行事 

 

今回のミャンマー訪問の公式行事。 

ここで私は、岡崎城南ロータリークラブのミャンマー訪問

団と合流という訳。今回の公式行事は、現地の「ミャンマ

ーきぼう奨学会」のプログラムの中で、 

・岡崎城南ロータリーから寄付金 4,000,000 チャットの贈

呈。これは前もって渡されていて、今回は成績優秀な地

元小学生 200 人への賞品、文具・制服に充てられている。 

 

・岡崎城南ロータリ

ーがスポンサーの

新奨学生 エイ テ

ィ モン ミヤニイ へ

の奨学金贈呈。（写

真） 

公式行事に集まっ

た 300 人以上、盛

大な会となった。 

奨学生、奨学生OB、

ミャンマーきぼう奨

学会メンバー、地元

の小中高生そして

岡崎城南ロータリー

訪問団。 

例年と違って小学

生の子供たち、この

子たちの中に将来

奨学生に選ばれ、

未来を開く子供た

ちがいることだろう。 

まさに、ミャンマー

「きぼう」奨学会。 
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★図書館視察その 2 

 

2000 年に作った第 2 きぼ

う図書館。 

シュウエボー第 2 中学。 

ここにも、則武ちえこさん

寄贈の文庫が。 

 

ここでも、遅れていったに

も関わらず、大勢の先生た

ちが迎えてくれた。 

こちらが少人数で申し訳な

い思い。 

 

 

★図書館視察その 3 

 

2005 年に出来たシュエボ

ー第 2 高校の第４きぼう図

書館。 

ここにもちえこ文庫がある。 

 

そして、当時の城南

訪問団との公式式

典の写真が、額に

入れて飾られている。 

 

玄関の柱には、 

「 DONATED  By 

OKAZAKI JOHNAN 

ROTARY CLUB 4-

2-2005」と刻まれて

いる。 

 

★6/8 夜、ビンゴ大会。 

 

訪問計画当初は予定して

いなかったのだが、地元

の熱烈要望により開催。 

 

日本より大量の景品を持

ち込んだ。 

ロータリーメンバーからの

カンパ、100 円ショップで

購入など 200 点。 

毎回異様な盛り上がりだ。 

 

今回は、奨学生 OB の二

人の若いドクターの、歌と

ギター演奏が予定されて

いた。 

だが、ビンゴで景品を手に

したら皆さん帰ってしまっ

た。 

 

それでも「やってよ」と無

茶振り、人のいないところ

で演奏となった。 

私も人に振った手前、1～

2 曲。 

どなたかの facebook に載

っている。 

ここでの拡散はやめてお

こう。 

 

 

★6 月 9 日現地交流、家庭訪問。 

 

まずは、 

ミャンマー支援を現地で取

り仕切っている、練乳屋さ

ん夫妻のご自宅。 

居間に城南 RC との交流の

記録。 

そしてミャンマーでもその

活動が評価され表彰され

ている様子が飾られてい

る。 

 

ここで、マンゴをいただく。 
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奨学生、奨学生 OB の家

庭を訪問し、マンゴをいた

だく。 

 

次に、きぼう奨学会メンバ

ーの職場訪問、ここでもマ

ンゴをいただく。 

 

この季節、ミャンマーはマ

ンゴの季節。 

 

空港に向かう前、モー君

の奥さんカインさんの実家

を訪ねる。 

そこでは、甥っ子の小学

生君と「英語遊び」iPad の

翻訳ソフトを使ったりして。 

彼は小学校とは別に英語

学校に通っていて、英語

が達者、使いたくてしょうがないって感じて、私タジタジ。 

発展するミャンマーの底力だね。 

 

0125 ヤンゴン発香港行き

Cathey で帰路に着く。 

Golden Duck で 夕 食 、

Kyaw 君と Kyaw 君のお父

さんと Taxi の運転手さんと、

smile and peace. 

 

空港で出発を待つこと 3 時間。 

香港での予定待ち時間は 4 時間。 

丸 1 日かけての移動。 

 

 

★旅の振り返り 

この時間を利用して、この旅を振り返ってみる。モー君の

ご両親との昼食から始まった「食は交流」 

（厳密には、出発時のセントレアの味仙からなんだけど） 

 

現地の「ミャンマーきぼう奨学会」のメンバー、モー君の

友人たち、親戚の人、得体の知れない若い女性（と思わ

せぶり、実は学生 

 

まあよく会ってよく食べた。飲んだ。 

 

 

私、69 歳。 

短命のミャンマーでは、そ

の歳を言って驚かれる。 

ところが、モー君のお父さ

んの友人たち、ほとんどが

元教員さんなのだが、みな

さん私より年上なのだ。 

驚き、ミャンマーで貴重な

体験をさせていただいた。 

 

とにかく、旅は「人と会うこ

と」「現地のものを食べるこ

と」（そして「飲むこと」）だと

思う。 

 

だが、ともすればカノ国の

一定数の方々は、せっかく

の非日常体験なのに、「日

頃と同じ」を望んでしまう。 

これは、国際交流・海外支

援も同じかなと思う。 

 

実はそれがあって、今回の

ミャンマー訪問は別行動を

させてもらった。 

 

岡崎城南ロータリークラブ

のミャンマー支援も、2018

年で一区切り、時の国際奉

仕委員長を仰せつかった

私としては、やはりディープ

に現地に入り込んで、次のミャンマー以降の国際奉仕活

動のヒントにもしたかった。 

なーんて、偉そうに。お許しを。 

さて、帰路。 

 

ヤンゴン空港を発って、香港空港。 

 

ここで、結局乗り換え 3 時間以上待ち。 

往路では、カートで駆け抜けたなあ。 

 

でも、こう言った時間、嫌じゃない。 

さあ買い物でも、な〜んて 

行くもんかい。 

 

今回の旅行も、何も買ってない。 

★図書館視察その 2 

 

2000 年に作った第 2 きぼ

う図書館。 

シュウエボー第 2 中学。 

ここにも、則武ちえこさん

寄贈の文庫が。 

 

ここでも、遅れていったに

も関わらず、大勢の先生た

ちが迎えてくれた。 

こちらが少人数で申し訳な

い思い。 

 

 

★図書館視察その 3 

 

2005 年に出来たシュエボ

ー第 2 高校の第４きぼう図

書館。 

ここにもちえこ文庫がある。 

 

そして、当時の城南

訪問団との公式式

典の写真が、額に

入れて飾られている。 

 

玄関の柱には、 

「 DONATED  By 

OKAZAKI JOHNAN 

ROTARY CLUB 4-

2-2005」と刻まれて

いる。 

 

★6/8 夜、ビンゴ大会。 

 

訪問計画当初は予定して

いなかったのだが、地元

の熱烈要望により開催。 

 

日本より大量の景品を持

ち込んだ。 

ロータリーメンバーからの

カンパ、100 円ショップで

購入など 200 点。 

毎回異様な盛り上がりだ。 

 

今回は、奨学生 OB の二

人の若いドクターの、歌と

ギター演奏が予定されて

いた。 

だが、ビンゴで景品を手に

したら皆さん帰ってしまっ

た。 

 

それでも「やってよ」と無

茶振り、人のいないところ

で演奏となった。 

私も人に振った手前、1～

2 曲。 

どなたかの facebook に載

っている。 

ここでの拡散はやめてお

こう。 

 

 

★6 月 9 日現地交流、家庭訪問。 

 

まずは、 

ミャンマー支援を現地で取

り仕切っている、練乳屋さ

ん夫妻のご自宅。 

居間に城南 RC との交流の

記録。 

そしてミャンマーでもその

活動が評価され表彰され

ている様子が飾られてい

る。 

 

ここで、マンゴをいただく。 
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★帰国。 

入管は、「自動化ゲート」でスピーディに。 

機械にパスポートをかざし、顔を撮影して終わりなのだが、

感心して立ち止まっていたら、出口の自動ドアが閉まっ

て出られなくなった。 

やむなく、もう一度やり直し。 

 

私は 2 度入国した記録が残るのでは？  

再度再入国。 

 

ただいま。 

勝手に二人旅 工程図 
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・1999-00 年度～2020-21 年度 WCS 活動の沿革 

・1999-2019 ミャンマー訪問団参加者一覧 

・奨学生リスト（統合版） 

・ミャンマーきぼう奨学金資金推移 

・ミャンマーKIBOH 奨学会（現地）報告書 

・ミャンマー愛好会発足 

・クラブ戦略委員会報告 

・編集者まとめ 

★帰国。 

入管は、「自動化ゲート」でスピーディに。 

機械にパスポートをかざし、顔を撮影して終わりなのだが、

感心して立ち止まっていたら、出口の自動ドアが閉まっ

て出られなくなった。 

やむなく、もう一度やり直し。 

 

私は 2 度入国した記録が残るのでは？  

再度再入国。 

 

ただいま。 

勝手に二人旅 工程図 
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5
/
1
6
-
2
2
）

会
員

8
名

（
M
Y
A
N
M
A
R
 
K
I
B
O
H
 
S
C
H
O
L
A
R
S
H
I
P
 
F
O
U
N
D
A
T
I
O
N
)

20
17
-
18

奨
学

金
の

支
給

（
ク

ラ
ブ

奨
学

会
K
I
B
O
H
、

あ
お

い
奨

学
会

）
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

最
終

年
度

第
1
9
回

（
2
0
1
8
/
5
/
1
8
-
2
3
）

会
員

8
名

20
18
-
19

寄
付

金
の

贈
呈

（
文

具
購

入
）
訪

問
団

は
贈

呈
式

に
参

列
、

単
年

度
事

業
第

2
0
回

（
2
0
1
9
/
6
/
7
-
1
1
）

会
員

6
名

同
行

者
1
名

・
計

7
名

20
19
-
20

奨
学

生
O
B
1
名

を
日

本
へ

招
聘

2
0
2
0
/
4
に

予
定

し
た

が
、

C
O
V
I
D
1
9
の

流
行

の
た

め
中

止
岡

崎
城

南
R
C
ミ

ャ
ン

マ
ー

愛
好

会
誕

生

102



★
1
9
9
9
-
2
0
1
9
ミ

ャ
ン

マ
ー

訪
問

団
参

加
者

一
覧

（
*
団

長
）

1
9
9
8
-
9
9

第
1
回

8
名

*
小

野
智

範
1

太
田

政
信

1
中
根
常
彦

1
則
武
國
雄

1
杉
浦
節
雄

1
天
野
賢
一

1
小

林
通
利

1
キ
ョ
ー
キ
ョ
ー
モ
ー

1

1
9
9
9
-
0
0

第
2
回

5
名

小
野

智
範

2
近

藤
正

俊
1

太
田

政
信

2
*
中
根
常
彦

2
D
r.
キ
ョ
ー
キ
ョ
ー
モ
ー

2

2
0
0
0
-
0
1

第
3
回

8
名

小
野

智
範

3
近

藤
正

俊
2

太
田

政
信

3
中
根
常
彦

3
*
則
武
國
雄

2
加
藤
義
幸

1
D
r.
キ
ョ
ー
キ
ョ
ー
モ
ー
夫
妻

3

2
0
0
1
-
0
2

第
4
回

7
名

小
野

智
範

4
*
近

藤
正

俊
3

太
田

政
信

4
中
根
常
彦

4
田
中
暉
登

1
D
r.
キ
ョ
ー
キ
ョ
ー
モ
ー
夫
妻

4

2
0
0
2
-
0
3

第
5
回

6
名

細
井

正
治

1
*
近

藤
正

俊
4

太
田

政
信

5
中
根
常
彦

5
加
藤
義
幸

2
D
r.
キ
ョ
ー
キ
ョ
ー
モ
ー

5

2
0
0
3
-
0
4

第
6
回

8
名

*
近

藤
正

俊
5

太
田

政
信

6
中
根
常
彦

6
田
中
暉
登

2
加
藤
義
幸

3
市
川
聰
明

1
市
川
　
藍

1
D
r.
キ
ョ
ー
キ
ョ
ー
モ
ー

6

2
0
0
4
-
0
5

第
7
回

9
名

*
近

藤
正

俊
6

太
田

政
信

7
中
根
常
彦

7
田
中
暉
登

3
牧
野
正
高

1
牧
野
暁
世

1
市
川
聰
明

2
市
川
　
藍

2
D
r.
キ
ョ
ー
キ
ョ
ー
モ
ー

7

2
0
0
5
-
0
6

第
8
回

9
名

*
近

藤
正

俊
7

田
中
暉
登

4
岡
田
吉
生

1
天
野
邦
彦

1
加
藤
豊
生

1
市
川
聰
明

3
市
川
摩
耶

1
D
r.
キ
ョ
ー
キ
ョ
ー
モ
ー

8

2
0
0
6
-
0
7

第
9
回

7
名

奥
谷

　
博

1
*
近

藤
正

俊
8

太
田

政
信

8
千
賀
邦
二

1
小

林
通
利

2
小
林
夫
人

D
r.
キ
ョ
ー
キ
ョ
ー
モ
ー

9

2
0
0
7
-
0
8

＜
ミ
ャ

ン
マ

ー
国

内
情

勢
悪

化
の

た
め

、
派

遣
中

止
＞

2
0
0
8
-
0
9

第
1
0
回

8
名

*
近

藤
正

俊
9

田
中
暉
登

5
岡
田
吉
生

2
天
野
邦
彦

2
加
藤
豊
生

2
松
永
茂
夫

1
市
川
聰
明

4
京
　
幸
一

1
0

2
0
0
9
-
1
0

第
1
1
回

6
名

*
近

藤
正

俊
1
0

太
田

政
信

9
田
中
暉
登

6
松
永
茂
夫

2
市
川
聰
明

5
京
　
幸
一

1
1

2
0
1
0
-
1
1

第
1
2
回

6
名

太
田

政
信

1
0

*
中
根
常
彦

8
田
中
暉
登

7
岡
田
吉
生

3
稲
垣
裕
幸

1
京
　
幸
一

1
2

2
0
1
1
-
1
2

第
1
3
回

7
名

*
近

藤
正

俊
1
1

太
田

政
信

1
1

田
中
暉
登

8
天
野
邦
彦

3
板
倉
正
直

1
松

永
茂
夫

3
（
R
C
入
会
）
→

京
　
幸
一

1
3

2
0
1
2
-
1
3

第
1
4
回

1
0
名

*
近

藤
正

俊
1
2

太
田

政
信

1
2

中
根
常
彦

9
田
中
暉
登

9
永
谷
和
之

1
小

林
通
利

3
鈴
木
　
豊

1
市
川
聰
明

6
佐
久
間
摩
耶

2
京
　
幸
一

1
4

2
0
1
3
-
1
4

第
1
5
回

7
名

鈴
木

昭
弘

1
太

田
政

信
1
3

田
中
暉
登

1
0

岡
田
吉
生

4
天
野
邦
彦

4
板
倉
正
直

2
京
　
幸
一

1
5

2
0
1
4
-
1
5

第
1
6
回

7
名

鈴
木

昭
弘

2
太

田
政

信
1
4

小
野
進
一

1
松
野
　
敏

1
牧
野
正
高

2
牧
野
暁
世

2
京
　
幸
一

1
6

2
0
1
5
-
1
6

第
1
7
回

5
名

鈴
木

昭
弘

3
辻

村
繁

仁
1

小
野
進
一

2
永
谷
和
之

2
京
　
幸
一

1
7

2
0
1
6
-
1
7

第
1
8
回

8
名

鈴
木

昭
弘

4
辻

村
繁

仁
2

太
田

政
信

1
5

岡
田
吉
生

5
天
野
邦
彦

5
板
倉
正
直

3
鈴
木
　
豊

2
京
　
幸
一

1
8

2
0
1
7
-
1
8

第
1
9
回

8
名

鈴
木

昭
弘

5
辻

村
繁

仁
3

太
田

政
信

1
6

倉
田
長
秀

1
田
中
暉
登

1
1

柴
田
仙
功

1
松

永
茂
夫

4
京
　
幸
一

1
9

2
0
1
8
-
1
9

第
2
0
回

7
名

辻
村

繁
仁

4
太

田
政

信
1
7

岡
田
吉
生

6
近
藤
保
則

1
松

永
茂
夫

5
鈴
木
　
豊

3
（
R
C
退
会
）
→

京
　
幸
一

2
0

2
0
1
9
-
2
0

W
C
S
事
業
と
し
て
、
卒
業

生
　

ピ
ュ

エ
　

ピ
ュ

ー
　

テ
ィ

ン
を

日
本

へ
招

聘
の
計
画
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
る
。

訪
問

回
数

京
　

幸
一

20
回

市
川

聰
明

6
回

（
全

2
0
回

）
太

田
政

信
17

回
岡

田
吉

生
6
回

訪
問

者
数

近
藤

正
俊

12
回

松
永

茂
夫

5
回

3
5
名

田
中

暉
登

11
回

鈴
木

昭
弘

5
回

延
べ

1
4
4
名

中
根

常
彦

9
回

天
野

邦
彦

5
回

（
同

行
者

含
む

）

★
1
9
9
9
-
0
0
年
度
〜
2
0
2
0
-
2
1
年
度
　
W
C
S
活
動
の
沿
革

年
度

事
業

ミ
ャ

ン
マ

ー
訪

問
備

考

19
98
-
99

教
育

環
境

設
備

資
金

の
寄

付
（

ヤ
ン

ゴ
ン

・
ア

ロ
ー

ン
第

5
高

校
・

道
路

建
設

）
第

1
回

（
1
9
9
9
/
1
/
2
3
-
2
8
）

会
員

7
名

同
行

者
１

名
・

計
8
名

19
99
-
00

教
育

環
境

設
備

資
金

の
寄

付
（

ヤ
ン

ゴ
ン

・
ア

ロ
ー

ン
第

6
高

校
・

教
室

兼
講

堂
改

修
）

第
2
回

（
2
0
0
0
/
2
/
1
1
-
1
7
）

会
員

4
名

同
行

者
１

名
・

計
5
名

私
設

・
あ

お
い

奨
学

会
設

立

20
00
-
01

教
育

環
境

設
備

資
金

の
寄

付
（

シ
ュ

エ
ボ

第
1
高

校
・

図
書

館
建

設
費

用
半

額
）

第
3
回

（
2
0
0
1
/
2
/
1
-
8
）

 
 
会

員
6
名

同
行

者
2
名

・
計

8
名

20
01
-
02

教
育

環
境

設
備

資
金

の
寄

付
（

シ
ュ

エ
ボ

第
1
高

校
・

図
書

館
建

設
費

用
半

額
）

第
4
回

（
2
0
0
2
/
2
/
2
8
-
3
/
7
）

会
員

5
名

同
行

者
2
名

・
計

7
名

20
02
-
03

教
育

環
境

設
備

資
金

の
寄

付
（

シ
ュ

エ
ボ

第
2
中

学
他

・
第

2
図

書
館

建
設

費
用

）
第

5
回

（
2
0
0
2
/
1
1
/
2
5
-
1
2
/
1
）

会
員

5
名

同
行

者
1
名

・
計

6
名

20
03
-
04

教
育

環
境

設
備

資
金

の
寄

付
（

北
ダ

ゴ
ン

第
1
高

校
・

第
3
図

書
館

建
設

費
用

）
第

6
回

（
2
0
0
4
/
2
/
1
2
-
1
6
）

会
員

6
名

同
行

者
2
名

・
計

8
名

20
04
-
05

教
育

環
境

設
備

資
金

の
寄

付
（

シ
ュ

エ
ボ

第
2
高

校
・

第
4
図

書
館

建
設

費
用

）
第

7
回

（
2
0
0
5
/
2
/
3
-
7
）

会
員

6
名

同
行

者
3
名

・
計

9
名

20
05
-
06

教
育

環
境

設
備

資
金

の
寄

付
（

マ
グ

エ
第

1
高

校
・

第
5
図

書
館

建
設

費
用

）
第

8
回

（
2
0
0
6
/
2
/
1
-
8
）

会
員

7
名

同
行

者
2
名

・
計

9
名

20
06
-
07

教
育

環
境

設
備

資
金

の
寄

付
（

マ
グ

エ
第

1
高

校
・

給
水

設
備

費
用

）
第

9
回

（
2
0
0
7
/
2
/
9
-
1
5
）

会
員

5
名

同
行

者
2
名

・
計

7
名

20
07
-
08

教
育

環
境

設
備

資
金

の
寄

付
（

シ
ュ

エ
ボ

第
1
高

校
・

道
路

整
備

費
用

）
（

ミ
ャ

ン
マ

ー
訪

問
・

国
内

情
勢

悪
化

の
た

め
中

止
）

↓
「

物
」

か
ら

「
人

」
に

転
換

20
08
-
09

奨
学

金
の

支
給

（
対

象
校

：
シ

ュ
エ

ボ
第

1
高

校
）

第
1
0
回

（
2
0
0
9
/
1
/
3
1
-
2
/
5
）

会
員

7
名

同
行

者
1
名

・
計

8
名

ク
ラ

ブ
奨

学
会

K
I
B
O
H
設

立

20
09
-
10

奨
学

金
の

支
給

（
ク

ラ
ブ

奨
学

会
K
I
B
O
H
）

・
図

書
の

寄
贈

第
1
1
回

（
2
0
1
0
/
2
/
1
1
-
1
5
）

会
員

5
名

同
行

者
1
名

・
計

6
名

20
10
-
11

奨
学

金
の

支
給

（
ク

ラ
ブ

奨
学

会
K
I
B
O
H
）

・
文

具
の

寄
贈

第
1
2
回

（
2
0
1
1
/
2
/
1
1
-
1
5
）

会
員

5
名

同
行

者
1
名

・
計

6
名

20
11
-
12

奨
学

金
の

支
給

（
ク

ラ
ブ

奨
学

会
K
I
B
O
H
、

あ
お

い
奨

学
会

）
第

1
3
回

（
2
0
1
2
/
2
/
9
-
1
3
）

会
員

7
名

20
12
-
13

奨
学

金
の

支
給

（
ク

ラ
ブ

奨
学

会
K
I
B
O
H
、

あ
お

い
奨

学
会

）
K
I
B
O
H
ク

リ
ニ

ッ
ク

視
察

第
1
4
回

（
2
0
1
3
/
1
/
2
5
-
3
0
）

会
員

9
名

同
行

者
1
名

・
計

1
0
名

20
13
-
14

奨
学

金
の

支
給

（
ク

ラ
ブ

奨
学

会
K
I
B
O
H
、

あ
お

い
奨

学
会

）
第

1
5
回

（
2
0
1
4
/
2
/
6
-
1
1
）

会
員

7
名

20
14
-
15

奨
学

金
の

支
給

（
ク

ラ
ブ

奨
学

会
K
I
B
O
H
、

あ
お

い
奨

学
会

）
第

1
6
回

（
2
0
1
5
/
2
/
6
-
1
1
）

会
員

6
名

同
行

者
1
名

・
計

7
名

ミ
ャ

ン
マ

ー
き

ぼ
う

奨
学

会
設

立

20
15
-
16

奨
学

金
の

支
給

（
ク

ラ
ブ

奨
学

会
K
I
B
O
H
、

あ
お

い
奨

学
会

）
第

1
7
回

（
2
0
1
6
/
2
/
2
4
-
2
9
）

会
員

5
名

ミ
ャ

ン
マ

ー
K
I
B
O
H
奨

学
会

設
立

（
現

地
）

20
16
-
17

奨
学

金
の

支
給

（
ク

ラ
ブ

奨
学

会
K
I
B
O
H
、

あ
お

い
奨

学
会

）
第

1
8
回

（
2
0
1
7
/
5
/
1
6
-
2
2
）

会
員

8
名

（
M
Y
A
N
M
A
R
 
K
I
B
O
H
 
S
C
H
O
L
A
R
S
H
I
P
 
F
O
U
N
D
A
T
I
O
N
)

20
17
-
18

奨
学

金
の

支
給

（
ク

ラ
ブ

奨
学

会
K
I
B
O
H
、

あ
お

い
奨

学
会

）
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

最
終

年
度

第
1
9
回

（
2
0
1
8
/
5
/
1
8
-
2
3
）

会
員

8
名

20
18
-
19

寄
付

金
の

贈
呈

（
文

具
購

入
）
訪

問
団

は
贈

呈
式

に
参

列
、

単
年

度
事

業
第

2
0
回

（
2
0
1
9
/
6
/
7
-
1
1
）

会
員

6
名

同
行

者
1
名

・
計

7
名

20
19
-
20

奨
学

生
O
B
1
名

を
日

本
へ

招
聘

2
0
2
0
/
4
に

予
定

し
た

が
、

C
O
V
I
D
1
9
の

流
行

の
た

め
中

止
岡

崎
城

南
R
C
ミ

ャ
ン

マ
ー

愛
好

会
誕

生
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ミャンマーKIBOH 奨学会報告書  ★総括★

 

2017-2018 年度、継続事業としての「ミャンマー教育支援プログラム」も、最終年度を迎えた。 

教育支援プログラムの当初 10 年は建築環境設備費用の寄付、次の 10 年は奨学金による学生の教育支援、「モ

ノ」から「ヒト」へシフトし、その奨学制度もミャンマーの独り立ちを目指して来た。 

そして、2015 年、現地の奨学会「MYANMAR KIBOH SCHOLARSHIP FOUNDATION (SHWEBO)・ミャンマーKIBOH 奨学

会」が誕生した。 

ミャンマー教育支援プログラムの最終年度（2017-18）の訪問団から提出された下記の報告書は、このプログラムの総括として相

応しいものであるのでここに掲載する。 

 

＊       ＊       ＊ 
2018/05/26 

ミャンマーの人々で設立された 

ミャンマーKIBOH 奨学会の調査報告 

 
正式名称は「MYANMAR KIBOH SCHOLARSHIP FOUNDATION (SHWEBO)」でボランティア活動を主に実践している純粋な民

間団体です。ミャンマーという国において、永く続いた軍事政権下ではこのような民間ボランティア団体は認められていなかったので、

今、民主化されつつある政権下でも民間ボランティア団体は数少ないとのこと、そこでこの組織の設立経緯や組織の目的・活動等を

現地調査（2018/05/16〜19)をしてきましたので下記の通り報告致します。  

◆設立の経緯 

岡崎城南 RC の国際奉仕・ミャンマー教育支援事業が始まり、2001 年よりミャンマーザガイン管区シュエボに図書館建設に協力

したキンララモー女史が、2010 年頃、自国の学生を自国の人々が支援しようと提唱し地元シュエボの有力者や富裕層へ働きかけを

すると複数の女性有志が手を上げてくれた。  

2013 年 9 名で組織化出来たが 2011 年スーチー氏の民主政権が誕生するも集会の自 由・出版の自由も無く、会員の募集等公

開できず制限もあり、しかも民間団体設立の認可を何度も申請するも許可されなく、目立った活動も出来ない状況が続いた。  

2015 年ザガイン管区で初めてキンララモー女史が政府へ申請していたこのボランティア民間団体設立の認可がされ、銀行口座

の開設や集会が自由に行うことが出来るようになった。会員募集も地元の人々に公表、パンフレットやチラシなど印刷し配布を始め、

現在会員 80 名余(元奨学生も含む)となっている。 

◆組織の構成 

会 長 1 名（シュエボの有力者で名誉職的立場 米穀卸業） 

理事長 1 名（実質的な代表者で実務者 キンララモー女史が担当） 

会 計 2 名（銀行勤務の元奨学生とキンララモー女史の夫が担当） 

理 事  9 名（当初のメンバーで地元富裕層の奥様達が主力) 

◆事業内容  

主に下記の 3 つの事業を展開している。  

①年に 1〜2 名、貧困だが優秀で大学に進学できない学生に奨学金を支給している。 学生は、医学部に限らず城南 RC の選考に

漏れたシュエボ出身の学生も選考している。  

②年に一度、毎 6 月に小中学の優秀な児童・生徒 200〜240 名を一カ所の会場に集め表彰し、ノート、文具、ユニホーム(学校の制

服)、書籍など教育必需品を贈呈している。この対象の児童・生徒は、シュエボ地区のある全 22 校の小中学校の校長より各クラス

1 名の推薦を受け、授与している。この活動が地元で評価され、行政府の責任者も式典に参加してるとのこと、またこの表彰が生
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徒達には勉強の励みとなり、各校長から感謝されている 。 

③上記の表彰式とは別に、孤児に衣類、文房具また貧困の高齢者複数に食料や衣類 を配布している。  

孤児は身寄りが無くキリスト教会等が生活の面倒見ているそうだが、衣類は無くボロボロの衣服や文房具しか無いようだ、貧困

の高齢者は高齢のため働くことが出来ず、身寄りがいても貧困のため生活を支えてくれないとのこと。見るに見かねて援助してい

る。  

◎事業費については、年一度の表彰のため総額 20 万円程度のものを購入、授与している。また 孤児・高齢者用には、募金と資金

の利息分(銀行利息 年 8%で運用) で上記の物を購入し配布  

◆資 金 

ミャンマーという国柄、会員から年会費というものは徴収することは出来ないため、事業開催前に会員から寄付を募金、城南 RC 

の元奨学生も入会していて 2018 年には、彼らから約 10 万円の寄付金が有ったそうだ。彼ら公務員医師の給料は月 2.7 万円程度、

一人 1 万円程度出している計算になる。とても高額な寄付に驚きを感じえる。  

◆活 動 

年一度の授与式だけの活動では、会員間コミュニケーションがとれないので月に 1〜2 回食事会を開催し、おしゃべりを通し親睦

を図っているそうだ。  

会員にはキンララモー女史の同級生や親族も多く、その同級生の旦那も巻き込み友情をはぐくみ、 RC のような楽しい例会のよう

な会合と言っていた  

◆課題点  

文房具など物品購入をする担当や会場手配の担当、奨学金支給の担当など幹部会員に担当分けをしたいが、協力するが責任

を持ちたくないなどと担当分けが出来ず、自分の仕事が有るときには大変忙しいとキンララモー女史が不満を言っていた。長い間、

軍事政権下で民間組織を作れずその意識が低いせいで有ろう、これもミャンマーのお国柄かもしれない。  

また、奨学生達に奨学金二-三ヶ月分まとめ送金、各学生に銀行口座が無く、各大学の代表学生に口座を作らせ、そこに送金し

ている。しかしその代表学生が同じ大学の学 生に奨学金を渡すシステムのため、奨学生個々にその現金受取の時期が遅れ、たび

た びキンララモー女史へ催促の連絡が頻繁にあるようで困っているとの話が有った。  

この奨学金支給の問題点は、今後各学生には全員に銀行口座を作らせて、振込が出来るよう学生を指導していきたいと言ってい

た。  

◆まとめ 

今般、現地に赴き、キンララモー女史や奨学会会員の複数に会うことが出来た。会員は多くがシュエボ在住の富裕層で、ボランテ

ィア意識も高くこの奨学会の活動にプライドと理解を持っていることを身をもって感じた。  

そして城南 RC の元奨学生達が社会人となり現地の奨学会に入会し、各自の給料に見合わない高額な寄付をしていることに感

動し、この MYANMAR KIBOH FOUNDATION が長年継続していくことを願うものでも有ります。  

城南 RC が、日本人が作った奨学金制度をミャンマー人の、ミャンマー人による、ミャンマー人のための制度になるよう大いに期待し

ていきたい。  

<責任者のプロフィール> 

名前： キンララモー 54 才 女性 (ミャンマーに姓は無い) 

職業： 大学生専用女子寮(150 名収容)経営、練乳製造業、結婚式場経営、人柄 非常にまじめで数字に強い、優しい方  

自宅に昔からメイドさんが複数いるため料理や洗濯は出来ないが細かいところに気がつく才女と感じる。 

高校時代からボランティアに関心があったと彼女の友人から聞いている。そのためこの奨学会設立に協力者がすぐに集ま

ったそうだ。  
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雑感：この奨学会設立以降、多くの地元民と交流が出来、広範囲に有力者に面識が出来て良かったと感想を述べていた。  

※尚、本書にこのミャンマー KIBOH 奨学会の活動紹介・会員募集用のパンフレット並びに実践活動の証拠写真を添付します。 

 

            

 

 

 

ミャンマーKIBOH 奨学会の紹介用パンフレット (A4 版三つ折り) 

会員用バッジとパンフレット  

 

 

 

 

 

 

 

表面 紹介用写真 
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裏面には、概要と募集内容が記載してある。 

奨学会の幹部メンバー   

女性が主力、お揃いのロンジーで連帯感をアピール      

表彰式の会場風景 

前列は来賓、後列は会員メンバー 

 

                              

受賞者の子供達 約 200 名の受賞  

写真の右に配布する品が山積み  

 

 

表彰式の模様 

表彰者はキンララモー女史 

表彰用の品々 

写真左のも多く積まれている。 

 

    

112



「ミャンマー愛好会発足」2020年1月24日 

1998-99年度から始まった「ミャンマー教育支援プログラム」は、前半10年の「教育施設・設備等の建設」から、後半は

奨学会の設立・奨学金の寄付に代わって行った。 

現地の「ミャンマーKIBOH奨学会・Myanmar KIBOH Scholarship Foundation」の発足を機に、クラブのミャンマー支

援は「ミャンマー愛好会」として生まれ変わった。今後のミャンマー支援を同好会として支えて行くこととなった。 

 

岡崎城南RCミャンマー支援奨学会の変遷 

・私設「あおい奨学会」（2000-2014）会員有志メンバー4名で設立、2009年には23名となる。支援学生22名。 

・「クラブ奨学会KIBOH」（2009-2014）クラブ創立20周年を機にクラブの奨学制度として5年間の支援、支援学生10名。 

・「ミャンマーきぼう奨学会」（2015-2019）支援学生4名。 

・「Myanmar KIBOH Scholarship Foundation（SHWEBO）」現地ミャンマーKIBOH奨学会、2016年より学生支援。 

・「ミャンマー愛好会」（2020～）クラブ同好会として発足。 

 

以下に、その「ミャンマー愛好会」発足の総会議事録を掲載する。この会で行われた議論等、今後のミャンマー支援

及び国際奉仕活動を考える上で貴重な資料である。 

「2019-20年度岡崎城南ロータリークラブ ミャンマー愛好会 議事録」 

令和2年1月24日 18：30〜20：30  

１．山本剛司会長、太田政信理事⾧の挨拶後、鈴木昭弘事務局長から配付資料の説明が⾏われた。 

・次第、会員名簿、預金残高、奨学生一覧、グローバル補助金の5点 

２．その後、同好会として決定が必要な事項の審議および意見交換が行われた。 

（１） 同好会の名称 

「岡崎城南ロータリークラブ ミャンマー愛好会」と決定された。 

メンバーは京幸一、岡崎城南RCメンバー22 名の23名 

（２） 同好会の具体的活動 

奨学生の卒業生（奨学会活動に協力した方を優先）を日本に招待 

同好会メンバー、城南メンバーのミャンマーへの訪問・派遣 

現地の奨学会からの支援要請への協力 

クラブの国際奉仕活動への助言、協力 

（３） 現地奨学会からの支援要請について 

現地奨学会から1名の奨学生の資金支援の打診 

現地は岡崎城南RCの支援の見直しを検討していることは理解されている。 

過年度までの残金をもって資金支援の原資とすることを決定した。 

（４） 岡崎城南RCへの卒業生の招聘について（結局コロナ禍で実施されず。編集者注） 

① ⼈選 ピュエ ピュー ティン 

② 例会出席ほか 

★今後のミャンマー支援・国際奉仕活動 
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③ 時期 3月4日～5日 

④ 経費 岡崎城南RC の予算 

⑤ 受け⼊れ時の対応（送迎ほか）に協力が必要。 

（５） グローバル補助金 

岡崎城南RCの事業活動として数年かかる事業となる、地区の委員会へは参加表明をしている。 

どのような活動を行ったらよいか意見、提案がいただきたい。 

（６） 以下に上記（1）〜（5）の補足事項および意見が出た内容を記載する。 

・（1）名称案は他に、 

ミャンマー会、ミャンマー同好会、ミャンマーを愛する会、 

ミャンマー友好会などがあった。 

・（2）ついては補足はない。 

・（3）現地奨学会からの支援要請について 

現地奨学会が２⼈奨学金を出すことになったが後、１名の奨学金を日本側で支援を行うことができない

かとの相談があった。現地は岡崎城南RCが今後今までと同じ内容で支援は終了し他のことを計画中なの

は理解している。現状、京さんが主体となって募金を７万円集めた状況。あと現在までの岡崎城南RCから

の寄付金で、現地に送金できていない金額が41万のこっている。これは本来、寄付され使用されている資

金なので、これを持って支援要請に応えることを審議した。 

・（4）岡崎城南RC への卒業生の招聘について 

ピュエ ピュー ティンさんの人選理由 

日本語ができること、奨学会への貢献があること。 

他の奨学生への日本語学習へのモチベーションが期待される点 

卒業しており、就職が6月からなので日程調整がしやすい。 

期間・内容 

3月～4月を予定、桜を見てもらいたいと考えている。 

現在、VISA（査証）の申請について京さん、鈴木幹事が調整中 

例会に出席していただいて、奨学金がどのように現地の学生の役にたっているか等をスピーチしていた

だく。 

医療機関等の見学等ができるとよいが現在のところ未定 

他、今後奨学生とも相談して行き先等をきめる予定 

・（5）グローバル補助金 

申請、事業の実施、決算など数年かかる事業となる。 

300万円程度出るが、内容は6の重点分野に限られる。 

現地でのつながり、受け⼊れ体制などが必要（現地の奨学会があるため、これはパスできる） 

現地のRCとの連携が必要（形のみの手法もある） 

内容が決まれは地区の委員会が書類作成のアドバイス等の協力を得られる。 

地区の委員会から使用を検討しているRCは手を上げてほしいとのことでしたので、手は上げている状況。 

・今後の活動で問題になりそうな点 

①資金の件 
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      国際奉仕事業として扱いの年は、RCの会計で予算が付くと思われる。 

グローバル補助金は、RCの事業で行う必要（別項目） 

同好会で資金をあつめると20万〜30万円程度は集められる。 

（年会費として一人、10000〜15000 円とすると） 

② VISA（査証）の件 

パスポートはとれるが、VISAがとれるかで懸念がある。 

親族が出てくるわけでない為。 

クラブで一般の方を呼んだことはないので、実施してみないとわからない点もある。 

商用VISA、シンポジウム参加VISAが必要となる。 

また本人がある程度の資産があるか、日本側で保証人を作る必要がある。 

（複数名必要と思われる） 

岡崎城南RCが呼ぶことを日本の法務省、外務省に証明する必要がある。 

・他の意見 

① きぼうクリニックを大きくすることはできないか？ 

          借地権の関係で難しいと思う（京さん） 

② 現地にRCを作ることはできないか？ 

他のRCがヤンゴンRCを通してグローバル補助金事業を行っている。 

ヤンゴンRCもミャンマーの人より、現地にいる白人系の人が多い状況 

地区の委員会の意見では、ヤンゴンRCを形の上で通して 

グローバル補助金事業を実施すればよいため、必ずしも現地にRCを作る必要はない。 

 

３．出席者 ２３名中１３名出席 

京幸一、板倉正直、稲吉稔彦、太田政信、鈴木昭弘、鈴木豊、田中暉登 

辻村繁仁、中根常彦、牧野正高、松永茂夫、山本剛司、吉倉広二 

以上 

議事録作成者 吉倉広二 

議事録署名者 中根常彦 

③ 時期 3月4日～5日 

④ 経費 岡崎城南RC の予算 

⑤ 受け⼊れ時の対応（送迎ほか）に協力が必要。 

（５） グローバル補助金 

岡崎城南RCの事業活動として数年かかる事業となる、地区の委員会へは参加表明をしている。 

どのような活動を行ったらよいか意見、提案がいただきたい。 

（６） 以下に上記（1）〜（5）の補足事項および意見が出た内容を記載する。 

・（1）名称案は他に、 

ミャンマー会、ミャンマー同好会、ミャンマーを愛する会、 

ミャンマー友好会などがあった。 

・（2）ついては補足はない。 

・（3）現地奨学会からの支援要請について 

現地奨学会が２⼈奨学金を出すことになったが後、１名の奨学金を日本側で支援を行うことができない

かとの相談があった。現地は岡崎城南RCが今後今までと同じ内容で支援は終了し他のことを計画中なの

は理解している。現状、京さんが主体となって募金を７万円集めた状況。あと現在までの岡崎城南RCから

の寄付金で、現地に送金できていない金額が41万のこっている。これは本来、寄付され使用されている資

金なので、これを持って支援要請に応えることを審議した。 

・（4）岡崎城南RC への卒業生の招聘について 

ピュエ ピュー ティンさんの人選理由 

日本語ができること、奨学会への貢献があること。 

他の奨学生への日本語学習へのモチベーションが期待される点 

卒業しており、就職が6月からなので日程調整がしやすい。 

期間・内容 

3月～4月を予定、桜を見てもらいたいと考えている。 

現在、VISA（査証）の申請について京さん、鈴木幹事が調整中 

例会に出席していただいて、奨学金がどのように現地の学生の役にたっているか等をスピーチしていた

だく。 

医療機関等の見学等ができるとよいが現在のところ未定 

他、今後奨学生とも相談して行き先等をきめる予定 

・（5）グローバル補助金 

申請、事業の実施、決算など数年かかる事業となる。 

300万円程度出るが、内容は6の重点分野に限られる。 

現地でのつながり、受け⼊れ体制などが必要（現地の奨学会があるため、これはパスできる） 

現地のRCとの連携が必要（形のみの手法もある） 

内容が決まれは地区の委員会が書類作成のアドバイス等の協力を得られる。 

地区の委員会から使用を検討しているRCは手を上げてほしいとのことでしたので、手は上げている状況。 

・今後の活動で問題になりそうな点 

①資金の件 
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クラブ戦略委員会「ミャンマーの今後」  ★総括★ 

 

★クラブ戦略委員会報告(2020/6/23)  

 

2020 年 6 月 23 日に報告された岡崎城南ロータリークラブ 2019-2020 クラブ戦略委員会報告のうち、

「ミャンマー支援活動への方向性」と題して、ミャンマー及び国際奉仕活動への評価と展望を記したもの

があるので、下記にそれを掲載する。  

 

「持続可能な奉仕活動を目指して」  

 

岡崎城南ロータリークラブ 2019-2020 クラブ戦略委員会報告(抜粋)  

 

8. ミャンマー支援事業の方向性  

国際奉仕活動としてのミャンマー支援事業は 20 年間にわたって続いてきたが、クラブとしての組織的

な取り組みは 25 周年記念事業の一環としての 5 か年計画の最終年度である 2017-2018 年度をもって

ひとまず終了した。 そこで、今後のミャンマー支援事業のあり方があらためて問題になる。  

ミャンマー支援は長い間当クラブの看板事業であったが、京幸一会員が退会し現地とのコミュニケー

ションが難しくなったこと、物価が高騰し当クラブからの奨学金だけでは奨学生の学費を全てまかなえな

くなってきたこと、現地設立団体による教育支援が根付いてきたこと等から、これまでどおりの事業を続

ける必要性が小さくなっており、 また当クラブの負担も大き過ぎると考えられる。  

一方で、事業を完全に打ち切ってミャンマーとの関係を一切絶ってしまうことは、ミャンマーと当クラブ

の双方に とって大きな損失であるため、無理のない形で関係を維持していくことが望ましいと考える。

定期的にミャンマー訪問団を派遣することは困難なため、むしろ奨学生や OB、O G を日本に招いて日

本の医療現場を視察してもらう等の支援が考えられる。こうすれば、多くの会員に対してミャンマーの若  

者と接する機会を提供することができ、事業の意義の理解も深まるだろう。  

ミャンマー関連事業についての当委員会の基本的な見解は「支援?援助」から「交流・親善」ヘシフト

してはどうか、ということである。同事業は当クラブの特色の一つとして確立されているので、関係を継続

すべきであり、火を消すべきではない。今後は対等な立場でお互いを尊敬し尊重し合い、国際親善の

精神に基づいて新たなスタートを 切ることを提言したい。現地団体の応援団としての役割を担うのもよ

い。  

ただし、「支援・援助」を否定するものではなく、現地のニーズと我々との負担との折り合いがつけば必

要な支援は行っていく。  

資金面においては、グローバル補助金等、地区の国際奉仕の枠組みを活用することも検討されてよ

い。その際には、事業の立案、企画、運営の全段階において会員間の情報共有を徹底し、全員参加で

取り組んでいく体制の構築に留意する必要がある。 
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編集者まとめ 

 

ここまで、報告資料をまとめてきましたが、随分と長編になりました。読んでもらえるか心配です。 

20 年の重みもひしひしと感じています。その重みを伝えるのがこの報告者の役割です。 

筆者も、訪問団として 6 度ミャンマーを訪れ、現地との交流を深めていたつもりですが、今回の報告書

で改めて、いや新ためて知る真実・発見も多い。そこにもこの報告書の意義を感じます。 

 

ミャンマー教育支援プロジェクトは、実りも大きいが、難題の多いプロジェクトでした。 

そもそも軍政下の国の市民レベルを支援しようと、無謀とも思える活動でした。軍人への賄賂が横行

する国を訪れ、軍隊の監視下で催しをし、活動をする。それも民主化が進み、経済が発展し、現地学生

が育つことで答えが出てきていました。 

それが、今回の軍によるクーデター。深刻であるが、これも少しの後戻り、停滞ととらえましょう。岡崎

城南ロータリークラブのミャンマーへの視線は衰えることはないはずです。 

 

プロジェクトのプロセスでも、色々な問題点、意見も出てきました。みんなで使うものを寄付するのはわ

かるが、個人にお金を与えることはどうなのか、とか。一部の人たちで盛り上がっており全員参加ではな

い、とか。 

これらは、「モノ」から「ヒト」への転換、と新しい目的を示すことで答えは出ていったと思います。 

ロータリーの支援活動・奉仕活動の実働部隊として、奨学会を設立・運営することでパワフルなものと

なり、結果を出して行きました。 

問題点というものはマイナスなもののようですが、それを克服することにより成果は深まります。 

経済格差が縮まり、援助金の価値が下がってきたことも、問題でしょう。これも、現地の KIBOH 奨学会

ができたことで、解消しているのです。ミャンマーで成功し、経済的にも余裕のできた人たちが、奨学金

として学生を援助しています。これは明らかに「成果」です。 

 

一番根強い壁は、「国際交流が苦手な日本人」ということかもしれません。 

会員にとって苦手な活動は、実は「ミャンマー訪問」でした。お役目で訪問することとなったある参加

者の正直な言葉です。同意される方も多いのでは。 

「行くまではホントに嫌だったが、現地で駆け寄ってくる子供たちの目・笑顔を見て、本当に来てよか

ったと思った。だけど、また行くかと聞かれたら二度と行きたくない。」 

 ミャンマー訪問等ロータリー活動で、国際交流に慣れてもらうのがいいのでしょう。それもロータリーの

役割です。 

偉そうに書きましたが、本ミャンマー支援を結論付けることは、編集者の仕事ではありません。 

ただ、本プロジェクトの事実を伝え、評価・批判は皆さんにゆだねたいと思います。    

                （文責・岡田吉生） 

クラブ戦略委員会「ミャンマーの今後」  ★総括★ 

 

★クラブ戦略委員会報告(2020/6/23)  

 

2020 年 6 月 23 日に報告された岡崎城南ロータリークラブ 2019-2020 クラブ戦略委員会報告のうち、

「ミャンマー支援活動への方向性」と題して、ミャンマー及び国際奉仕活動への評価と展望を記したもの

があるので、下記にそれを掲載する。  

 

「持続可能な奉仕活動を目指して」  

 

岡崎城南ロータリークラブ 2019-2020 クラブ戦略委員会報告(抜粋)  

 

8. ミャンマー支援事業の方向性  

国際奉仕活動としてのミャンマー支援事業は 20 年間にわたって続いてきたが、クラブとしての組織的

な取り組みは 25 周年記念事業の一環としての 5 か年計画の最終年度である 2017-2018 年度をもって

ひとまず終了した。 そこで、今後のミャンマー支援事業のあり方があらためて問題になる。  

ミャンマー支援は長い間当クラブの看板事業であったが、京幸一会員が退会し現地とのコミュニケー

ションが難しくなったこと、物価が高騰し当クラブからの奨学金だけでは奨学生の学費を全てまかなえな

くなってきたこと、現地設立団体による教育支援が根付いてきたこと等から、これまでどおりの事業を続

ける必要性が小さくなっており、 また当クラブの負担も大き過ぎると考えられる。  

一方で、事業を完全に打ち切ってミャンマーとの関係を一切絶ってしまうことは、ミャンマーと当クラブ

の双方に とって大きな損失であるため、無理のない形で関係を維持していくことが望ましいと考える。

定期的にミャンマー訪問団を派遣することは困難なため、むしろ奨学生や OB、O G を日本に招いて日

本の医療現場を視察してもらう等の支援が考えられる。こうすれば、多くの会員に対してミャンマーの若  

者と接する機会を提供することができ、事業の意義の理解も深まるだろう。  

ミャンマー関連事業についての当委員会の基本的な見解は「支援?援助」から「交流・親善」ヘシフト

してはどうか、ということである。同事業は当クラブの特色の一つとして確立されているので、関係を継続

すべきであり、火を消すべきではない。今後は対等な立場でお互いを尊敬し尊重し合い、国際親善の

精神に基づいて新たなスタートを 切ることを提言したい。現地団体の応援団としての役割を担うのもよ

い。  

ただし、「支援・援助」を否定するものではなく、現地のニーズと我々との負担との折り合いがつけば必

要な支援は行っていく。  

資金面においては、グローバル補助金等、地区の国際奉仕の枠組みを活用することも検討されてよ

い。その際には、事業の立案、企画、運営の全段階において会員間の情報共有を徹底し、全員参加で

取り組んでいく体制の構築に留意する必要がある。 
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編集後記 
 

岡崎城南ロータリークラブの国際奉仕・社会世界奉仕（WCS）事業・「ミャンマー教育支援プロ

グラム」の総括報告書が、やっと出来上がりました。 

 

20 年に渡る「ミャンマー教育支援プログラム」の最終年度（2017-2018）の翌年度、私はクラブ

国際奉仕委員長でした。この活動の総括としての報告書を作ろうと手を挙げてはいたのですが、

なかなか出来ずにいました。 

そして 2 年が経過した今年度（2020-2021）の青山幸市国際奉仕委員長から、 

「ミャンマー教育支援プログラムの業績を記録・報告し、将来の WCS 活動・国際奉仕活動に資す

るものとせよ」との依頼が来ました。 

ありがたい督促でした。 

 

その編集の最中の 2021 年 2 月１日、ミャンマー国軍によるクーデターが勃発しました。 

 

岡崎城南ロータリークラブの 20 年のミャンマー支援は、前半の建築支援、後半の奨学生育成

と、「モノからヒトへ」展開し、ミャンマーの経済発展・民主化のエネルギーとなるような人材育成に

努めて来ました。 

 

このクーデターの報を聞いて、岡崎城南の継続し培ってきたミャンマー支援が水泡に帰したの

かとも思いました。 

20 年前にこの活動でも体験した軍政下、賄賂の横行の時代に逆戻りかとも思いました。 

いいえ、そうではありません。 

我々が育てた学生は、今日もミャンマーでデモに並んでいます。 

ミャンマー民主化の大きな力となっています。 

 

そんな中で間に合ったのか、遅れ過ぎなのかの報告書発行となりました。 

 

私がこの報告書に作成に苦労しているみたいな書き方になってしまいましたが、この報告書の

前半６割は、ミャンマー支援プログラムの最大の功労者近藤正俊元会員の力作によるものです。 

彼に感謝し、言い訳がましい編集後記とします。 

 

2021 年 6 月 1 日 

2018-2019 年度国際奉仕委員長 岡田吉生  
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国際奉仕委員長でした。この活動の総括としての報告書を作ろうと手を挙げてはいたのですが、
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そして 2 年が経過した今年度（2020-2021）の青山幸市国際奉仕委員長から、 

「ミャンマー教育支援プログラムの業績を記録・報告し、将来の WCS 活動・国際奉仕活動に資す

るものとせよ」との依頼が来ました。 

ありがたい督促でした。 

 

その編集の最中の 2021 年 2 月１日、ミャンマー国軍によるクーデターが勃発しました。 

 

岡崎城南ロータリークラブの 20 年のミャンマー支援は、前半の建築支援、後半の奨学生育成

と、「モノからヒトへ」展開し、ミャンマーの経済発展・民主化のエネルギーとなるような人材育成に

努めて来ました。 

 

このクーデターの報を聞いて、岡崎城南の継続し培ってきたミャンマー支援が水泡に帰したの

かとも思いました。 

20 年前にこの活動でも体験した軍政下、賄賂の横行の時代に逆戻りかとも思いました。 

いいえ、そうではありません。 

我々が育てた学生は、今日もミャンマーでデモに並んでいます。 

ミャンマー民主化の大きな力となっています。 

 

そんな中で間に合ったのか、遅れ過ぎなのかの報告書発行となりました。 

 

私がこの報告書に作成に苦労しているみたいな書き方になってしまいましたが、この報告書の

前半６割は、ミャンマー支援プログラムの最大の功労者近藤正俊元会員の力作によるものです。 

彼に感謝し、言い訳がましい編集後記とします。 

 

2021 年 6 月 1 日 

2018-2019 年度国際奉仕委員長 岡田吉生  
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